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【
は
じ
め
に
】

ま
ず
も
っ
て
、「
令
和
８

年
熊
本
地
震
」
が
起
こ
り
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

１０
年
前
に
も
熊
本
地
震
が
発

生
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ

の
ご
心
配
い
か
ば
か
り
か
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

改
め
ま
し
て
、
会
員
・
役

員
・
議
員
の
皆
様
に
は
、
平

素
よ
り
大
阪
商
工
会
議
所
の

事
業
活
動
に
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。ま
た
、

日
頃
か
ら
会
員
企
業
の
支
援

や
地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
職
員
の
皆

さ
ん
に
も
、
感
謝
を
申
し
あ

げ
ま
す
。
議
案
の
審
議
に
入

り
ま
す
前
に
、
大
阪
商
工
会

議
所
の
今
後
の
取
り
組
み
も

ふ
ま
え
て
、
所
信
の
一
端
を

申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
大
阪
・
関
西
万
博
】

さ
て
、
昨
年
１０
月
に
大
阪

・
関
西
万
博
が
盛
況
の
う
ち

に
閉
幕
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
１
年
前
で
あ
る
２
０
２
５

年
７
月
は
今
と
同
じ
く
夏
の

真
っ
盛
り
、
大
阪
・
関
西
万

博
は
佳
境
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
し
た
。
あ
れ
か
ら
１
年
。

万
博
の
跡
地
は
大
屋
根
リ
ン

グ
も
撤
去
さ
れ
、
更
地
に
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
考
え
ま

す
と
、
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
、「
夏
草

や
兵
ど
も
が
夢
の
あ
と
」

と
い
う
感
じ
が
し
な
い
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

【
万
博
レ
ガ
シ
ー
】

し
か
し
、
感
傷
に
浸
っ
て

い
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
「
万
博
と
い
う
鉄
は

熱
い
う
ち
に
打
て
」
で
あ
り

ま
す
。
万
博
を
通
じ
て
生
ま

れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
最
先

端
技
術
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
万
博
レ
ガ
シ
ー
」
を
い
か

に
大
阪
・
関
西
経
済
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
か
、
早
急

に
着
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
大
阪
商
工
会
議

所
、
京
都
商
工
会
議
所
、
神

戸
商
工
会
議
所
の
３
商
工
会

議
所
合
同
で
「
新
事
業
共
創

フ
ァ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
よ

う
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

【
万
博
の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
業
】

万
博
で
、
大
阪
商
工
会
議

所
と
大
阪
信
用
金
庫
様
が
手

掛
け
た
町
工
場
「
リ
ボ
ー
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
中
で
、
定

例
記
者
会
見
で
も
紹
介
し
た

３
つ
の
企
業
を
、
例
に
挙
げ

て
み
ま
す
。

１
社
目
は
、
大
阪
ラ
セ
ン

管
工
業
様
で
す
。
世
界
最
小

径
０
・
９
�
の
金
属
製
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
チ
ュ
ー
ブ
を
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
チ
ュ
ー
ブ
づ
く
り
に
特

化
、
そ
れ
を
１
０
０
年
間
に

わ
た
り
極
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。今

や
、
最
先
端
の
半
導
体

製
造
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
「
富
岳
」
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
最
新
ロ
ケ
ッ
ト
Ｈ
３
、

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
き
ぼ
う
」
な
ど
、
高
い
信

頼
性
が
求
め
ら
れ
る
分
野
に

応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

０
・
９
�
の
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
チ
ュ
ー
ブ
は
、
内
視
鏡
や

カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
、
先
端
医

療
分
野
へ
の
応
用
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

２
社
目
は
、
プ
リ
マ
ー
ル

様
で
す
。「
脱
酸
素
製
法
」

と
い
う
画
期
的
な
生
産
技
術

を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

化
粧
品
の
原
料
の
植
物
や
ハ

ー
ブ
の
新
鮮
な
香
り
を
最
終

製
品
ま
で
持
ち
越
す
技
術
で

す
。
そ
ん
な
「
鮮
度
コ
ス

メ
」
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
製
造
工
程
か

ら
酸
素
を
排
除
す
る
と
い
う

独
自
技
術
を
開
発
し
、
実
践

し
た
も
の
で
す
。

３
社
目
は
、
有
光
工
業
様

で
す
。
１
９
２
８
年
日
本
初

の
三
連
式
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
ポ

ン
プ
の
開
発
に
成
功
し
、
代

表
的
な
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
続

け
、
と
り
わ
け
農
業
分
野
に

深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
、
製
品
を

開
発
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

農
作
物
は
常
に
害
虫
や
病

気
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
薬
は
必
要
で
す

が
、
少
量
で
い
か
に
葉
の
表

か
ら
裏
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る

か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
さ

ら
に
農
薬
散
布
は
、
作
業
者

が
吸
い
込
む
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
温
暖
化
も

進
む
中
、
い
か
に
、
減
農
薬

を
実
現
し
て
い
く
の
か
、
農

家
の
皆
さ
ま
と
共
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
最
大
限

に
解
決
す
る
た
め
、
大
規
模

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
向
け
自
動

防
除
機
、
常
温
煙
霧
機
を
全

国
の
農
家
の
皆
様
と
ま
さ
に

共
創
し
、
一
体
と
な
っ
て
、

長
年
に
わ
た
り
開
発
・
製
造

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

【
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
】

こ
れ
ら
の
企
業
は
、
絶
え

ざ
る
技
術
革
新
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
創
意
工
夫
、
発
明

・
発
見
に
よ
っ
て
事
業
の
未

来
を
切
り
開
い
て
き
た
も
の

で
す
。
先
程
の
３
社
の
例
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
や
創
意
工
夫
は
、

一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
共
創
」
が
肝

要
で
す
。

そ
の
「
共
創
」
に
よ
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
場

所
が
「
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
で
す
。
そ
し
て
現
実

に
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集

ま
り
、「
共
創
」
に
よ
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
す

場
所
は
、
企
業
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
心
に

い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
の
が
企
業
経
営
者

で
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

企
業
経
営
は
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
一
形
態
と
も
い

え
る
も
の
で
す
。

【H
idden

C
ham

p
ion

】
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
お
こ
し
、
成
長
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
私
は
数
年
前
に

訪
問
し
た
ド
イ
ツ
の
銀
行
家

か
ら
聞
い
た
「H

idden
C
ham
pion

」
（
隠
れ
た

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

H
idden

C
ham
pio

n

と
は
、
一
般
に
は
有
名
で

は
な
い
も
の
の
、
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
競
争
力
を
持

ち
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
創

意
工
夫
を
す
る
企
業
の
こ
と

で
す
。
ド
イ
ツ
に
は
、
数
多

く
存
在
し
、
国
を
支
え
て
い

ま
す
。

私
は
、
こ
の
話
を
聞
い
た

時
、「
大
阪
も
同
じ
だ
」
と

感
じ
ま
し
た
。
最
近
、
そ
の

ド
イ
ツ
の
銀
行
家
が
来
日
し

た
際
に
も
、
彼
の
知
る
大
阪

のH
idden

C
ham
pio

n

の
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま

し
た
。「
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
がH

idden
C

ham
pion

を
探
し
、
出
会

う
場
所
に
な
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。

企
業
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
創
意
工
夫
を
行
う
場
所

で
す
が
、
も
う
少
し
広
い
観

点
で
見
つ
め
直
し
た
も
の
が

「
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
で
す
。
企
業
経
営
だ
け

で
は
、
ど
う
し
て
も
範
囲
が

そ
の
企
業
だ
け
に
狭
く
な

り
、
会
社
の
個
性
、
企
業
環

境
に
左
右
さ
れ
て
、
思
考
の

自
由
に
影
響
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
企

業
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
組

織
」
の
論
理
が
入
り
込
み
、

「
全
体
が
見
え
な
い
」
、

「
縦
割
り
」
、「
こ
と
な
か

れ
主
義
」
が
蔓
延
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。

【
大
阪
八
百
八
橋
共
創
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
】

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中

期
計
画
「
共
に
創
る
や
っ

て
み
な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ

ン
」
の
中
心
に
、「
大
阪
八

百
八
橋
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
を
お
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
し
い
事
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
物
事
の
方
法

論
で
す
。

【
橋
は
、
人
が
渡
っ
て
初
め

て
価
値
に
な
る
】

こ
こ
で
一
つ
、
橋
の
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
橋

と
い
う
も
の
は
、
完
成
し
た

瞬
間
に
価
値
が
生
ま
れ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
が
渡

っ
た
瞬
間
に
初
め
て
価
値
が

生
ま
れ
る
。
ど
ん
な
立
派
な

橋
で
も
、
誰
も
渡
ら
な
け
れ

ば
、
た
だ
の
構
造
物
で
す
。

逆
に
、
例
え
、
小
さ
な
橋
で

も
、人
が
渡
り
、商
い
が
始
ま

り
、
新
し
い
出
会
い
が
生
ま

れ
、「
共
創
」
と
い
う
橋
を

架
け
る
と
、
ま
ち
の
未
来
の

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。

【
結
び
に
】

「
大
阪
八
百
八
橋
共
創
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
そ

の
精
神
を
次
の
世
代
へ
つ
な

い
で
い
く
取
り
組
み
で
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
が
核
と
な

り
、
大
阪
の
新
た
なH

idd
en
C
ham
pion

を
探
す

こ
と
、
生
み
出
す
こ
と
、
そ

れ
こ
そ
は
、
万
博
が
未
来
へ

の
扉
を
開
い
た
今
、
私
た
ち

が
目
指
す
姿
で
す
。

会
員
の
皆
様
、
役
員
・
議

員
の
皆
様
、
そ
し
て
職
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
お
互
い
の

強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
中

期
計
画
「
共
に
創
る
や
っ

て
み
な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ

ン
」
の
一
歩
、
二
歩
を
踏
み

出
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
前
へ
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
、
私
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

鳥
井
信
吾
会
頭
は
総
会
の

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

大
阪
・
関
西
万
博
を
通
じ
て

生
ま
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

最
先
端
技
術
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
「
万
博
レ
ガ
シ
ー
」
を
い

か
に
大
阪
・
関
西
経
済
の
成

長
に
つ
な
げ
て
い
く
か
、
早

急
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
る

と
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
、

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
期

計
画「
共
に
創
る
や
っ
て
み

な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ
ン
」を

進
め
、
大
商
が
核
と
な
り
、

新
た
な
出
会
い
や
挑
戦
を
生

み
出
し
て
い
く
と
の
所
信
を

述
べ
た
。

議
案
の
審
議
で
は
、
大
阪

の
国
際
競
争
力
強
化
と
持
続

的
成
長
を
め
ざ
す
中
期
計
画

「
挑
戦
都
市
や
っ
て
み
な
は

れ
！
大
阪
プ
ラ
ン
」の
最
終

年
度
と
し
て
、
価
値
創
出
・

課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

経
営
基
盤
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
推
進
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

提
言
・
要
望
活
動
、
組
織
基

盤
強
化
な
ど
の
成
果
を
ま
と

め
た
２５
年
度
事
業
報
告
書
案

と
、
そ
れ
に
伴
う
決
算
書
案

が
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
３
号
議
員
と
常

議
員
の
補
欠
選
任
が
行
わ

れ
、
道
岡
俊
浩
氏
（
三
井
住

友
銀
行
代
表
取
締
役
副
頭
取

執
行
役
員
）
が
３
号
議
員
お

よ
び
常
議
員
に
、
出
井
京
子

氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
執
行
役

員

関
西
支
社
長
）
が
常
議

員
に
選
任
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
次
期
３
号
議
員

の
選
任
が
行
わ
れ
、
定
数
の

２２
人
が
選
任
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
既
に
各
部
会
で
選

任
さ
れ
た
次
期
２
号
議
員

（
計
５２
人
）
と
合
わ
せ
、
議

員
定
数
１
５
０
人
の
う
ち
７４

人
の
次
期
議
員
が
選
任
さ
れ

た
。
な
お
、
残
り
７６
人
の
１

号
議
員
は
、
１０
月
１４
日
の
選

挙
で
選
任
さ
れ
る
予
定
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月
３０
日
、
第
７
回
通
常
議
員
総

会
を
大
商
で
開
催
し
た
。
２
０
２
５
年
度
の
事
業
報
告
書

案
と
決
算
書
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
３
号

議
員
と
常
議
員
に
欠
員
が
生
じ
て
い
た
た
め
補
欠
選
任
が

行
わ
れ
、
３
号
議
員
１
人
、
常
議
員
２
人
が
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
た
。
現
在
の
大
商
議
員
は
今
年
１０
月
末
で
任
期
満

了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
期
３
号
議
員
の
選
任
が
行
わ

れ
、
２２
人
が
選
任
さ
れ
た
。

通
常
議
員
総
会
で
あ
い
さ
つ
す

る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
�
７

月
３０
日
、
大
商

大阪商工会議所南支部（支部長�秋
田拓士・近鉄百貨店会長）は８月２２～
２３日、「あべの天
王寺・サマーキ
ャンパス２０２６」
を開催する（一
部は１４日から開
催）。職業体験や
ワークショップなど親子を対象とした
様々なイベントを通じて地域の活性化
を図る。
同事業は阿倍野・天王寺ターミナル

周辺エリアの主要な商業施設や商店街
・商店会が協力して開催する夏の恒例
事業。各事業者に加え、天王寺動物園
や総本山四天王寺、阿倍野図書館など
多様な主催者が参加し、８０を超える体
験プログラムがそろう。人気の「ゲー
ムプログラミング」や「映画館バック
ヤードツアー」のほか、「建築デザイン」
「起業体験」のワークショップなどの
プログラムも登場。３００店超の
店舗が対象の抽選会も実施す
る。
問合せ 南支部�６７７１・２２１１

大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井

信
吾
会
頭
は
こ
の
ほ
ど
、「
共

創
に
よ
る
変
革
と
社
会
実
装

へ
の
プ
ロ
セ
ス
」を
テ
ー
マ

に
、万
博
レ
ガ
シ
ー
の
社
会

実
装
を
成
し
遂
げ
た
町
工
場

「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」参

画
企
業
３
社
を
訪
問
し
た
。

７
月
２１
日
に
は
プ
リ
マ
ー

ル
（
摂
津
市
）
を
訪
ね
、
酸

化
を
徹
底
的
に
抑
制
し
た
画

期
的
な
脱
酸
素
製
法
の
化
粧

品
「
デ
オ
キ
シ
鮮
度
コ
ス

メ
」
の
製
造
現
場
を
視
察
。

万
博
出
展
を
契
機
に
国
際
規

格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
７
１
６
」

の
取
得
や
量
産
ラ
イ
ン
の
自

作
に
挑
み
、
受
け
身
だ
っ
た

全
社
員
が
自
主
的
に
動
き
出

す
強
固
な
組
織
風
土
を
築
き

上
げ
た
軌
跡
を
確
認
し
た
。

２２
日
に
は
大
阪
ラ
セ
ン
管

工
業
（
大
阪
市
西
淀
川
区
）

を
訪
ね
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

を
超
え
る
内
径
０
・
９
ミ
リ

の
超
極
細
チ
ュ
ー
ブ
「
ナ
ノ

フ
レ
ッ
ク
ス
�

」の
精
密
な
加

工
現
場
を
視
察
。
万
博
と
い

う
「
高
い
旗
印
」
を
掲
げ
た

こ
と
が
、
不
可
能
を
可
能
に

す
る
技
術
革
新
と
社
員
に
自

信
を
も
た
ら
し
た
背
景
を
聴

取
し
た
。

２４
日
に
は
有
光
工
業
（
同

東
成
区
）
を
訪
問
。
真
夏
の

過
酷
な
ハ
ウ
ス
農
作
業
を
完

全
自
動
化
す
る
常
温
煙
霧
機

「
ハ
ウ
ス
ス
プ
レ
ー
」
の
実

機
デ
モ
を
体
験
し
た
。
万
博

会
場
で
子
ど
も
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
過

酷
な
作
業
を
救
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
切
実
な
エ
ー
ル

に
応
え
、
開
発
チ
ー
ム
が
一

丸
と
な
っ
て
高
知
で
の
泥
臭

い
実
証
実
験
を
乗
り
越
え
、

上
市
を
成
し
遂
げ
た
人
間
味

あ
ふ
れ
る
開
発
ス
ト
ー
リ
ー

に
耳
を
傾
け
た
。

鳥
井
会
頭
は
意
見
交
換

で
、
万
博
を
契
機
に
生
ま
れ

た
強
力
な
共
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
恒
常
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
さ
せ
、

日
本
、
そ
し
て
世
界
へ
広
げ

て
い
く
意
義
を
強
調
。
大
阪

の
町
工
場
が
持
つ
圧
倒
的
な

「
社
会
実
装
力
」
を
ベ
ー
ス

に
、
次
の
１０
年
を
勝
ち
抜
く

自
律
的
な
共
創
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
確
立
に
向
け
て
、
大
商

と
し
て
伴
走
支
援
を
継
続
す

る
決
意
を
新
た
に
し
た
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

大阪商工会議所は、企業の法務・総
務担当者向けに法律の基礎知識を学ぶ
「企業法実務基礎講座」を開く。
１０月７日から１１月２５日までの毎週水
曜日、全１６講座で、会場参加（大商会
議室）、オンライン参加が選べる。参加
者同士の交流会も実施。
大手企業の法務部門責任者らが講師

を務め、基礎的な法律分野を幅広く解
説。受講者からは「書籍に書かれてい
ない実務が分かりやすく学べる」「交流
会で社外ネットワークが構築できる」
という声が寄せられている。
問合せ 企画広報室�６９４４・６３０４

�プリマールを視察する大商の鳥井信吾会頭（左）。右は
西陽介社長�７月２１日、摂津市�大阪ラセン管工業で小
泉星児社長（右から２人目）から説明を受ける鳥井会頭
（右端）�２２日、大阪市西淀川区�有光工業で有光幸紀
会長（右）、有光大幸社長（左）から説明を受ける鳥井会
頭（中央）�２４日、同東成区

「
道
」
と
「
美
意
識
」

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
常
に
結
果

が
求
め
ら
れ
る
。「
い
か
に
効

率
よ
く
ゴ
ー
ル
へ
至
る
か
」

と
い
う
目
的
至
上
主
義
の
世

界
。
だ
が
、
シ
ュ
ー
ト
ば
か

り
打
つ
経
営
で
は
継
続
的
な

発
展
は
難
し
い
。
そ
こ
に
は

茶
道
や
華
道
、
武
道
な
ど
が

示
す
「
道
」
の
思
想
が
必
要

だ
と
思
う
▼
「
道
」
の
本
質

は
、
結
果
で
は
な
く
「
型
」

や
「
プ
ロ
セ
ス
」
そ
の
も
の

を
磨
き
上
げ
る
こ
と
だ
ろ

う
。ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る「
手

段
の
目
的
化
」は
Ｎ
Ｇ
だ
が
、

プ
ロ
セ
ス
を
芸
術
化（
洗
練
）

す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
な

い
▼
儲
か
る
か
ら
や
る
の
で

は
な
く
、
自
社
の
製
品
や
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
自
体

が
市
場
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

強
い
価
値
を
生
み
出
す
時

代
。
日
本
人
ら
し
い
「
美
意

識
」
と
い
う
こ
だ
わ
り
が
、

世
界
が
真
似
で
き
な
い
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
生
み
、
最
強

の
形
に
す
る
▼
「
型
」
を
極

め
る
こ
と
で
、
経
営
者
は
揺

る
が
な
い
確
固
た
る
軸
を
築

き
、「
守
破
離
」
の
変
革
を
確

実
に
起
こ
せ
る
。
目
先
の
数

字
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
対
面

す
る
仕
事
や
顧
客
に
「
一
期

一
会
」
で
全
力
を
注
ぐ
。
結

果
に
執
着
し
す
ぎ
ず
、
磨
き

抜
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
を

至
高
と
す
る
「
道
」
に
立
つ

経
営
▼
Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
で
効
率

化
さ
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、「
道
」
や
「
美
意
識
」
と

い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
取
り
組
み

が
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く

重
要
な
戦
略
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
羊
駝
）

◆休館のお知らせ
大阪商工会議所は、８月１４日休館しま

す（支部含む）。大阪企業家ミュージアム
は、同１３～１７日休館します。
◆休刊のお知らせ
本紙８月２５日号は休刊します。

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

あべの天王寺・サマーキャンパス２０２６
親子向けの楽しいイベント

法務・総務担当者向け
法律の基礎知識を学ぶ場

�特集�メンタルヘルス・マネジメン
ト検定試験 �
�特集�２０２５年度事業報告 ��

第７回通常議員総会

事事
業業
報報
告告
とと
決決
算算
了了
承承

鳥井会頭が
３社を訪問

次
期
３
号
議
員
２２
人
を
選
任

第７回通常
議 員 総 会

鳥
井
会
頭

あ
い
さ
つ（
要
旨
）
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共
に
創
る
や
っ
て
み
な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ
ン

�
大
阪
八
百
八
橋
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
�で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
創
意
工
夫
を
生
み
出
そ
う プ

リ
マ
ー
ル

大
阪
ラ
セ
ン
管
工
業

有
光
工
業

万
博
レ
ガ
シ
ー
を
社
会
実
装

２０２６年（令和８年）８月１０日 月曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１４０２（１）



７
月
３０
日
の
第
７
回
通
常

議
員
総
会
で
選
任
さ
れ
た
次

期
３
号
議
員
２２
人
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
・
氏
名
五
十

音
順
）。

大
林
剛
郎
（
大
林
組
取
締

役
会
長
兼
取
締
役
会
議

長
）、
岡
広
史（
伊
藤
忠
商
事

常
務
理
事
）、
加
藤
好
文（
京

阪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表

取
締
役
会
長

取
締
役
会
議

長
）、
北
尾
裕
一（
ク
ボ
タ
代

表
取
締
役
会
長
）、楠
見
雄
規

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役

社

長
執
行
役
員
）、
桑
原
道（
カ

ナ
デ
ビ
ア
代
表
取
締
役

取

締
役
社
長

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）、
小
林
充
佳（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
相
談
役
）、
嶋
田
泰
夫

（
阪
急
電
鉄
代
表
取
締
役
社

長
）、
清
水
博（
日
本
生
命
保

険
代
表
取
締
役
会
長
）、立
野

純
三
（
ユ
ニ
オ
ン
代
表
取
締

役
社
長
）、
鳥
井
信
吾（
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
副
会
長
）、�
原

誠
慈
（
東
洋
紡
取
締
役
会

長
）、
東
和
浩（
り
そ
な
銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、堀

直
樹
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
特

別
顧
問
）、
本
荘
武
宏（
大
阪

ガ
ス
取
締
役
会
長
）、松
本
正

義
（
住
友
電
気
工
業
取
締
役

会
長
）、
道
岡
俊
浩（
三
井
住

友
銀
行
代
表
取
締
役
副
頭
取

執
行
役
員
）、
水
戸
信
彰（
住

友
化
学
代
表
取
締
役
社

長
）、
森
望（
関
西
電
力
取
締

役
代
表
執
行
役
社
長
）、森
島

弘
光
（
丸
紅
執
行
役
員

大

阪
支
社
長
）、
芳
井
敬
一（
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
代
表
取
締
役

会
長
／
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
若
井
敬

（
近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社

長
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
「
２

０
２
７
年
度
中
堅
・
中
小
・

小
規
模
企
業
対
策
に
関
す
る

要
望
」
の
実
現
に
向
け
、
更

家
悠
介
中
堅
・
中
小
企
業
委

員
長
（
サ
ラ
ヤ
社
長
）
が
７

月
２３
日
、
山
下
隆
一
中
小
企

業
庁
長
官
を
訪
問
し
、
要
望

の
実
現
を
求
め
た
。

更
家
委
員
長
は
、
中
東
情

勢
緊
迫
化
の
影
響
を
受
け
る

中
小
企
業
等
に
対
す
る
資
金

繰
り
支
援
の
強
化
な
ど
、
状

況
を
注
視
し
た
必
要
な
措
置

を
緊
急
要
望
と
し
て
求
め

た
。
ま
た
、
構
造
的
な
人
手

不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
省

力
化
・
省
人
化
支
援
の
強
化

や
、
外
国
人
材
の
受
け
入
れ

上
限
枠
見
直
し
な
ど
を
訴
え

た
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
等

が
様
々
な
主
体
と
の「
共
創
」

に
よ
っ
て
新
た
な
価
値
を
創

出
す
る
た
め
の
支
援
や
、
事

業
承
継
税
制
特
例
措
置
の
恒

久
化
、
取
引
相
場
の
な
い
株

式
の
評
価
方
法
の
見
直
し
な

ど
を
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
山
下
長
官

は
「
中
東
情
勢
の
状
況
を
見

極
め
つ
つ
、
物
資
が
確
実
に

事
業
者
に
届
く
仕
組
み
作
り

や
資
金
繰
り
支
援
に
万
全
を

期
す
」「
共
創
促
進
は
大
阪
ら

し
い
取
り
組
み
。
エ
ッ
ジ
の

効
い
た
事
例
創
出
に
向
け
、

一
緒
に
取
り
組
み
た
い
」「
事

業
承
継
対
策
に
も
し
っ
か
り

取
り
組
む
」
と
応
じ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

１
日
、
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

勉
強
会
を
開
く
。
注
目
が
集

ま
る
一
方
、
実
態
が
つ
か
み

に
く
い
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
多
角
的

に
取
り
上
げ
、
企
業
の
国
際

戦
略
策
定
に
資
す
る
も
の
と

し
て
企
画
。

６
月
に
開
い
た
前
回
は
、

外
務
省
の
三
澤
康
関
西
担
当

特
命
全
権
大
使
が
出
講
。
今

回
は
京
都
精
華
大
学
元
学
長

／
名
誉
教
授
の
ウ
ス
ビ
・
サ

コ
氏
が
講
演
す
る
。
サ
コ
氏

は
長
年
、
日
本
と
ア
フ
リ
カ

を
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け
て
お

り
、
公
益
社
団
法
人
２
０
２

５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会

の
副
会
長
を
務
め
た
。
ア
フ

リ
カ
か
ら
日
本
に
向
け
ら
れ

る
目
線
や
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
者
と
の
つ
き
あ
い
方

な
ど
、
数
字
や
統
計
デ
ー
タ

か
ら
は
見
え
に
く
い
部
分

を
、
率
直
に
語
る
。
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

世
界
の
政
治
・
経
済
は
歴

史
的
な
転
換
点
を
迎
え
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
ア
フ
リ

カ
大
陸
は
世
界
の
将
来
を
左

右
す
る
巨
大
な
存
在
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
の
最
大
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
、
そ
の
圧
倒
的

な
人
口
動
態
に
あ
り
ま
す
。

今
世
紀
末
に
は
ア
フ
リ
カ
は

世
界
人
口
の
３
分
の
１
を
占

め
る
と
言
わ
れ
、
私
が
昨
年

１
月
ま
で
大
使
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
で

は
、
年
齢
中
央
値
が
約
１７
・

５
歳
（
日
本
�
約
４９
・
８

歳
）、合
計
特
殊
出
生
率
が
約

４
・
５
人
（
日
本
�
約
１
・

２
人
）
で
あ
り
、
急
激
な
都

市
化
と
消
費
市
場
の
拡
大
が

予
想
さ
れ
ま
す
（
国
連
、
２

０
２
５
年
推
計
）。

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
供
給

面
で
の
潜
在
力
も
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
世
界
の
陸
地
面
積

の
約
２０
％
を
占
め
る
広
大
な

大
地
に
は
（
国
連
、
世
界
銀

行
）、未
利
用
の
耕
作
可
能
地

の
約
６０
％
が
集
中
し
て
い
ま

す
（
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
、

国
連
食
糧
農
業
機
関
�
Ｆ
Ａ

Ｏ
�
な
ど
）。
ま
た
、
次
世
代

産
業
に
不
可
欠
な
プ
ラ
チ
ナ

（
世
界
埋
蔵
量
の
約
９０
％
）

や
コ
バ
ル
ト
（
同
５５
％
）
と

い
っ
た
鉱
物
資
源
の
宝
庫
で

も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た「
光
」

の
裏
に
は
大
き
な
「
影
」
が

存
在
し
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
は

「
山
積
す
る
課
題
」
を
抱
え

た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
世

界
の
国
家
関
与
型
武
力
紛
争

の
約
４
割
が
集
中
す
る
と
い

う
治
安
・
政
治
リ
ス
ク
に
加

え（
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
）、
未

だ
約
５３
％
に
留
ま
る
サ
ブ
サ

ハ
ラ
地
域
の
電
化
率
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
７
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
プ
ロ
グ

レ
ス
・
レ
ポ
ー
ト
２
０
２
５

に
よ
る
）、深
刻
な
イ
ン
フ
ラ

投
資
不
足
な
ど
、
物
理
的
な

制
約
は
依
然
と
し
て
強
固
で

す
。
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
の

第
一
歩
は
、
こ
の
「
巨
大
な

可
能
性
」
と
「
多
大
な
リ
ス

ク
」
が
表
裏
一
体
で
あ
る
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
世
界
の
陸
地
の

約
２
割
を
占
め
、
約
３
０
０

０
の
民
族
と
５４
カ
国
か
ら
な

る
ア
フ
リ
カ
大
陸
は
大
き
く

多
様
で
あ
り
、
国
や
地
域
ご

と
に
政
治
、文
化
、所
得
水
準

は
大
き
く
異
な
る
の
で
、
一

括
り
で
考
え
る
こ
と
な
く
、

国
や
地
域
ご
と
の
特
色
を
把

握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

山
下
隆
一
中
小
企
業
庁
長
官（
右
）に
要
望
書
を
手
交
す
る
大
商
の

更
家
悠
介
中
堅
・
中
小
企
業
委
員
長
�
７
月
２３
日
、東
京
・
霞
が
関

７
月
２４
、
２５
日
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
天
神
祭
渡
御
行
事

に
対
し
、
８
１
４
社
の
会
員

企
業
の
皆
様
か
ら
、
３
２
０

０
万
円
を
上
回
る
ご
協
賛
を

賜
り
ま
し
た
（
７
月
２４
日
現

在
）。厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。天

神
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
飾
る
船
渡
御
で
は
、
ご

協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
の
中

か
ら
抽
選
で
１
４
０
社
２
８

０
人
、
海
外
総
領
事
ら
約
２０

人
を
大
商
奉
拝
船
に
招
待
。

大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井
信

吾
会
頭
が
あ
い
さ
つ
し
、
大

川
を
行
き
交
う
船
列
や
夜
空

を
彩
る
美
し
い
花
火
を
堪
能

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
阪
の
伝
統
と
活
力
を
象

徴
す
る
天
神
祭
渡
御
行
事

を
、
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
と
記
念

撮
影
に
臨
む
海
外
総
領
事
ら
�

７
月
２５
日
、
大
阪
市

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１２

月
２
〜
８
日
、
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
近
鉄
本
店
（
大
阪
市
阿

倍
野
区
）
で
「
大
阪
ク
リ
エ

イ
ト
フ
ェ
ア
」を
開
催
す
る
。

同
フ
ェ
ア
は
、「
大
阪
ら
し

い
」
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
発

信
と
関
連
産
業
の
振
興
、
才

能
あ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
発

掘
・
育
成
を
目
的
に
、
関
係

す
る
事
業
者
に
、
直
に
消
費

者
の
反
応
が
得
ら
れ
る
場
を

提
供
す
る
も
の
。

生
活
用
品
や
家
具
、文
具
、

家
電
、
子
ど
も
用
品
、
服
飾

雑
貨
、
食
品
（
そ
の
場
で
調

理
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除

く
）
な
ど
が
対
象
。
在
阪
の

生
活
雑
貨
製
造
・
卸
売
・
小

売
・
食
品
製
造
業
者
や
、
ク

リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
が
製
作
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
条

件
。事

務
局
は
「
出
店
の
応
募

締
め
切
り
は
９
月
３
日
ま

で
。
書
類
選
考
・
実
物
選
考

を
経
て
出
店
者
を
決
定
す

る
」
と
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

み
さ
わ
・
や
す
し

１
９
８

５
年
京
都
大
学
卒
業
、
外
務
省

入
省
。
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

ハ
ワ
イ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
に

勤
務
。
２
０
２
５
年
１
月
、
政

府
代
表
・
特
命
全
権
大
使
（
関

西
担
当
）
に
就
任
。
万
博
を
含

め
た
関
西
の
国
際
交
流
促
進
、

日
本
外
交
発
信
な
ど
に
従
事
。

香
港
特
別
行
政
区
政
府
駐

東
京
経
済
貿
易
代
表
部
の
ジ

リ
ア
ン
・
ラ
ム
（
林
玉
�
）

首
席
代
表
（
写
真
左
）
が
７

月
２８
日
、
大
阪
商
工
会
議
所

の
岡
広
史
・
中
国
ビ
ジ
ネ
ス

委
員
長
（
伊
藤
忠
商
事
常
務

理
事
）（
同
右
）を
表
敬
訪
問

し
た
。

日
本
と
同
じ
く
高
齢
化
の

進
む
香
港
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産

業
や
シ
ル
バ
ー
産
業
へ
の
注

力
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

の
体
制
、
香
港
北
部
の
再
開

発
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
両

地
域
の
現
状
や
魅
力
を
互
い

に
紹
介
。

岡
委
員
長
は
、
大
阪
の
強

み
で
あ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

や
日
本
社
会
が
先
行
す
る
高

齢
化
社
会
で
培
っ
た
シ
ル
バ

ー
産
業
で
の
連
携
や
、
２
０

３
０
年
Ｉ
Ｒ
開
業
に
向
け
、

マ
カ
オ
と
隣
接
す
る
香
港
の

経
験
値
な
ど
、
様
々
な
点
で

協
力
の
可
能
性
を
見
出
せ
る

と
、
今
後
の
連
携
へ
の
期
待

を
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

昨
年
１１
月
、
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
近
鉄
本
店
で
開
か
れ
た

「
第
１０
回
大
阪
ク
リ
エ
イ
ト

フ
ェ
ア
」
に
出
店
し
た
梅
仙

堂
を
紹
介
す
る
。

◇

梅
仙
堂
は
、
創
業
１
０
６

年
の
大
阪
名
物
「
天
狗
お
こ

し
」
で
有
名
な
老
舗
。
伝
統

の
技
を
守
り
な
が
ら
、
新
ブ

ラ
ン
ド
「
う
め
だ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
展

開
し
、
大
阪
の
新
し
い
お
土

産
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い

る
。「
大
阪
ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ

ア
」
で
は
、
昔
な
が
ら
の
岩

お
こ
し
と
、「
か
わ
い
く
！
お

い
し
く
！
食
べ
や
す
く
！
」

ア
レ
ン
ジ
し
た
お
こ
し
や
、

大
阪
・
関
西
万
博
で
限
定
販

売
し
、
好
評
だ
っ
た
ナ
ッ
ツ

と
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
組
み
合
わ

せ
た
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
ナ
ッ
ツ

お
こ
し
バ
ー
」を
販
売
し
た
。

大
阪
ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア

に
は
、
３
年
連
続
で
出
店
。

同
社
の
前
田
有
世
さ
ん
は

「
多
く
の
消
費
者
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
リ
ピ

ー
ト
客
も
増
え
た
。
販
路
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

振
り
返
る
。「
昔
な
が
ら
の
伝

統
の
お
菓
子
『
お
こ
し
』
に

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、『
新
し
い

お
こ
し
』
と
し
て
商
品
開
発

を
進
め
、
認
知
度
向
上
を
図

り
た
い
」
と
意
気
込
む
。

◆
梅
仙
堂

所
在
地
�
大
阪
市
北
区

代
表
者
�
前
田
要
之
助

業
務
内
容
�
菓
子
製
造
販
売

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
・
関
西
万
博
で
も
好
評
だ

っ
た
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
ナ
ッ
ツ
お

こ
し
バ
ー
」

「
ａ
ｒ
ｔ
ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
（
ア
ー
ト
ブ

リ
ッ
ジ
）」は
、
障
が
い
者
の
ア
ー
ト
作
品

の
レ
プ
リ
カ
を
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
な
ど
に

貸
し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
公
益
財
団

法
人
関
西
・
大
阪
２１
世
紀
協
会
が
２
０
２

３
年
１２
月
に
立
ち
上
げ
た
。
身
近
に
作
品

を
置
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
の
多
様
な

感
性
に
触
れ
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の

が
ね
ら
い
だ
。

作
品
は
大
阪
府
や
新
聞
社
な
ど
が
主
催

す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
の
作
品

な
ど
か
ら
厳
選
し
、
関
西
を
中
心
に
活
動

す
る
２８
人
の
作
者
の
５３
作
品
を
登
録
。

現
在
、
企
業
や
音
楽
ホ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
、

病
院
な
ど
２３
者
に
３８
点
の
作
品
を
貸
し
出

し
て
い
る
。
病
院
関
係
者
か
ら
は
「
作
品

に
よ
っ
て
患
者
が
元
気
づ
け
ら
れ
る
」
効

果
を
期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。
利
用
料

の
２５
％
は
作
者
に
還
元
し
、
障
が
い
者
の

創
作
活
動
や
自
立
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
。同

協
会
の
�
元
利
樹
理
事
長
は
「
作
品

を
会
社
の
受
付
や
応
接
室
に
展
示
す
る
こ

と
で
社
会
貢
献
で
き
る
。
こ
の
活
動
が
さ

ら
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め

る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

１７
日
、
万
博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
事
業
「
共

創
脈
々
―
あ
ほ
ち
ゃ
う
ビ
ジ

ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
」
第
２
回

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
発
表
会

＆
交
流
会
を
大
商
で
開
い

た
。
同
事
業
は
大
阪
・
関
西

万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承

し
、
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
と
、
同
産
業
と
交
流
・

連
携
し
た
い
異
業
種
が
「
共

創
グ
ル
ー
プ
」
を
組
み
、「
あ

ほ
ち
ゃ
う
⁉
」
と
思
わ
ず
言

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
「
ワ
ク

ワ
ク
」
や
「
ぶ
っ
と
ん
だ
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
の

発
表
を
目
指
す
も
の
。

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
３４
社
が

自
己
紹
介
と
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
を
発
表
し
た
後
、
各
企

業
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
や

持
参
し
た
素
材
を
見
な
が

ら
、
交
流
し
た
。
中
島
さ
ち

子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
「
参

加
者
の
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
な

が
ら
自
分
も
ど
ん
ど
ん
ア
イ

デ
ア
が
湧
い
て
き
た
。
皆
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
が
ご
ち
ゃ
混

ぜ
に
な
っ
て
、
何
が
生
ま
れ

て
く
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し

た
」
と
話
し
た
（
写
真
）。

エ
ン
ト
リ
ー
企
業
は
各

「
共
創
グ
ル
ー
プ
」
に
分
か

れ
、
来
年
２
月
の
表
彰
式
に

向
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア

を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２０
日
、「『
ラ
イ
セ
ン
ス
』
と

『
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
』
の
視

点
か
ら
考
え
る
商
材
の
付
加

価
値
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

く
。
元
２
０
２
５
大
阪
・
関

西
万
博
マ
ス
タ
ー
ラ
イ
セ
ン

ス
オ
フ
ィ
ス
総
責
任
者
で
あ

り
伊
藤
忠
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
取
締
役
の
西
村
宣
浩

氏
が
ラ
イ
セ
ン
ス
の
仕
組
み

や
活
用
の
意
義
を
解
説
。
み

ど
り
製
菓
と
リ
ゲ
ッ
タ
が
企

業
の
ラ
イ
セ
ン
ス
活
用
事
例

を
、
フ
ォ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の

モ
リ
サ
ワ
が
独
自
フ
ォ
ン
ト

を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
戦
略
を
紹
介
す
る
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

「『大阪クリエイトフェア』の出展は販路拡大につな
がる」と話す同社の前田有世さん

▼詳細は
こちら

岡・中国ビジネス委員長を表敬

風

林玉婷・香港特別行政区政府
駐東京経済貿易代表部首席代表

障
が
い
者
の
ア
ー
ト
作
品

身
近
に
感
じ
て
社
会
貢
献

ａ
ｒ
ｔ
ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ

中
小
企
業
要
望
の
実
現
求
め
る

更
家
委
員
長
が
中
小
企
業
庁
長
官
に
建
議

繊維・ファッション
共創ビジネス創出事業
３４社がエントリー

ラ
イ
セ
ン
ス
活
用

ビ
ジ
ネ
ス
を
解
説

８
月
２０
日

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
に
出
店
機
会

１２
月

大
阪
ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア

９月１日

ウ
ス
ビ
・
サ
コ
氏
が
講
演

ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
勉
強
会

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

消費者の声を商品に反映

大
商
事
業
・
活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
す
！

�
大
阪
ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア
�

「天狗おこし」で有名な老舗

▼会社の
ＨＰは
こちら

▼事業の
詳細は
こちら

外務省 政府代表・
特命全権大使（関西担当）
三澤 康氏

光
と
影
が
同
居
す
る

巨
大
で
多
様
な
大
陸

ア
フ
リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス

�新連載�

最最
前前
線線

次
期
３
号
議
員
の
選
任
結
果

天
神
祭
渡
御
行
事

ご
協
賛
御
礼

（２）２０２６年（令和８年）８月１０日 月曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０２



大阪商工会議所は、働く人たちの心の不調の未然
防止と活力ある職場づくりを目指して、職場内での
役割に応じて必要なメンタルヘルスケアに関する知
識や対処方法を習得するための「メンタルヘルス・
マネジメント検定試験」を企画・実施している。同
検定試験は、２００６年の開始以来２０年の節目を迎え、
受験申込者数累計は７８万人を超えた。

仕
事
や
職
業
生
活
に
強
い

不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
人
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
心
の
不
調
に
よ
る
休
職

や
離
職
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
働
く
人
た

ち
が
仕
事
や
職
場
で
活
躍
す

る
た
め
に
は
、
心
の
健
康
管

理
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）
へ
の
取
り
組

み
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
心
の
健
康
管
理
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
役
割

を
理
解
し
、
ス
ト
レ
ス
や
そ

の
原
因
と
な
る
問
題
に
対
処

し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
雇
用
す
る
企
業
と
し
て

も
、
社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
に
つ
い
て
組
織
的
か

つ
計
画
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

２
０
０
６
年
度
か
ら
大
商

が
開
始
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
定
試

験
は
、
職
位
・
職
種
別
に
３

つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
、
職
場

で
の
立
場
に
応
じ
て
コ
ー
ス

を
選
択
し
て
受
験
で
き
る
。

２５
年
度
の
受
験
申
込
者
数

は
、
公
開
試
験
４
万
３
５
４

５
人
、
団
体
特
別
試
験
１
万

５
８
５
０
人
、
合
計
５
万
９

３
９
５
人
と
な
り
、
昨
年
度

の
５
万
７
２
２
０
人
を
上
回

り
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

【
問
合
せ
】
検
定
担
当
�
６

９
４
４
・
６
４
３
０

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
検
定
試
験
第
４１
回

公
開
試
験
に
向
け
て
重
要
ポ

イ
ン
ト
を
項
目
ご
と
に
学
習

す
る
受
験
対
策
講
座
（
�
・

�
・
�
種
）
を
開
講
予
定
。

講
義
は
ウ
ェ
ブ
で
い
つ
で
も

受
講
で
き
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
で
実
施
す
る
。

公
式
テ
キ
ス
ト
の
改
訂

（
第
６
版
）に
伴
い
、
全
講
義

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
問
題
演

習
を
交
え
な
が
ら
要
点
を
丁

寧
に
解
説
す
る
。
受
験
対
策

だ
け
で
な
く
、
体
系
的
に
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
学
ぶ

機
会
に
も
な
る
。
講
義
動
画

は
一
定
期
間
視
聴
で
き
る
た

め
、
期
間
内
は
何
度
も
復
習

が
可
能
。
講
義
レ
ジ
ュ
メ
は

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
る
。

開
講
は
８
月
下
旬
ご
ろ
の
予

定
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�

検
定
試
験
の
公
式
テ
キ
ス
ト
改
訂
に
お
い
て

は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
全
事
業
場
で
の
義
務
化
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
な
ど
、
企
業

が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
法
令
改
正
が
複
数
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
今
回
の
改
訂
に
関
係
す
る
直
近
の
法
令
改
正
や
企
業
が
今
後
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
公
式
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
山
田
総
合
法
律
事
務
所
の
山
田
長

伸
（
や
ま
だ
・
ひ
さ
の
ぶ
）
弁
護
士
に
話
を
聞
い
た
。

�
�
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
全

事
業
所
へ
の
義
務
化
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

「
現
在
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度

は
、
常
時
使
用
す
る
労
働
者
数
が
５０
人

以
上
の
事
業
場
に
義
務
化
さ
れ
、
５０
人

未
満
の
小
規
模
事
業
場
で
は
努
力
義
務

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
小
規

模
事
業
場
に
お
い
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
が
十
分
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
い

状
況
な
ど
か
ら
、
昨
年
の
法
改
正
で
５０

人
未
満
の
事
業
場
も
義
務
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
２
０
２
８
年
４
月
か
ら
の

施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
か
ら
は
小
規
模
事
業
場
向
け
の
実

施
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
公
表
さ
れ
、
労
働
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
、
現
実
的
で

実
効
性
の
あ
る
実
施
方
法
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
実
施
は
外
部
機
関
に
委
託
す

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
」

�
�
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
新
た
な
法
令
の
施
行
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
は

社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ

や
マ
タ
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
す
で
に
法

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
え
て
、
い

わ
ゆ
る
カ
ス
ハ
ラ
も
法
律
上
の
手
当
て

が
な
さ
れ
、
今
年
１０
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
予
定
で
す
」

「
カ
ス
ハ
ラ
は
法
律
上
、「
�
顧
客
、

取
引
の
相
手
方
等
当
該
事
業
主
の
行
う

事
業
に
関
係
を
有
す
る
者
の
言
動
で
あ

っ
て
、
�
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範

囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
、
�
当
該
労

働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
」

と
定
義
さ
れ
、
事
業
主
に
対
し
「
労
働

者
か
ら
の
相
談
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
の
体
制
整
備
」
な
ど
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

と
同
様
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
べ
き
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
有

す
る
「
職
場
環
境
改
善
」
に
か
か
る
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
適
切
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
」

�
�
い
わ
ゆ
る「
労
災
の
認
定
基
準
」

も
２３
年
に
大
幅
に
改
正
さ
れ
て
い
ま

す
。「『

心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
の

認
定
基
準
』（
１１
年
策
定
）は
、
労
働
者

の
心
身
の
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
や
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
て
２３
年
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
カ
ス
ハ
ラ
や
感
染

症
な
ど
の
病
気
や
事
故
の
危
険
性
が
高

い
業
務
へ
の
従
事
な
ど
具
体
的
出
来
事

が
追
加
さ
れ
、
心
理
的
負
荷
の
程
度
が

強
・
中
・
弱
と
な
る
具
体
例
が
拡
充
さ

れ
る
な
ど
『
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷

評
価
表
』が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

精
神
障
害
の
悪
化
に
か
か
る
業
務
起
因

性
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
も
見
直
さ
れ
、

よ
り
適
切
な
認
定
や
審
査
の
迅
速
化
、

請
求
の
容
易
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
２５
年
度
の
精
神
障
害
に
よ
る
労
災

の
請
求
件
数
は
４
９
５
８
件
、
支
給
決

定
件
数
は
１
０
８
２
件
と
２３
年
の
改
正

以
降
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
」

�
�
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
実

際
の
相
談
や
係
争
な
ど
案
件
は
増
え
て

い
ま
す
か
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
を
含
め
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
実
際
の
相
談
・

係
争
案
件
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
『
事
例
性
』
の
問
題

と
し
て
、
注
意
・
指
導
や
懲
戒
な
ど
と

い
っ
た
人
事
上
の
措
置
で
対
応
し
て
き

た
も
の
が
、
最
近
で
は
、
問
題
と
な
る

行
動
の
背
後
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

が
疑
わ
れ
る
と
し
て
『
疾
病
性
』
が
関

係
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
労
働

者
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
対
応
す

る
企
業
側
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
知
識
を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も

に
、
人
事
労
務
管
理
ス
タ
ッ
フ
と
産
業

保
健
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
な
ど
が
求
め

ら
れ
ま
す
」

�
�
企
業
と
し
て
留
意
す
べ
き
点

は
。「

労
働
者
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

が
生
じ
、重
大
な
結
果
に
至
っ
た
場
合
、

企
業
に
は
高
額
な
損
害
賠
償
責
任
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
社
内
の
モ

ラ
ー
ル
低
下
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
低
落

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
従
来
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

こ
う
し
た
『
守
り
』
の
側
面
が
重
視
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
健
康

経
営
や
人
的
資
本
経
営
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
経
営
な
ど
の
観
点
か
ら
、
生
産

性
向
上
や
労
働
者
の
働
き
が
い
、
幸
福

感
の
向
上
な
ど
『
攻
め
』
の
側
面
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
者
な
ど
に
お

い
て
は
、
こ
の
両
面
か
ら
広
く
企
業
価

値
の
向
上
に
資
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

�
�
公
式
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
に
あ
た

り
、
同
検
定
試
験
へ
の
今
後
の
期
待
や

活
用
方
法
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
公
式
テ
キ
ス
ト
は
、
直
近
の
法
令

や
統
計
デ
ー
タ
、
知
見
を
反
映
し
た
内

容
を
受
験
者
に
提
供
す
る
た
め
、
４
、

５
年
お
き
に
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
職

場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
本
人
、
上
司

た
る
管
理
監
督
者
、
人
事
担
当
者
や
経

営
者
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
理
解
し
、
組
織
全
体
で
こ
れ

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

同
検
定
試
験
は
、
職
場
で
の
立
場
に
応

じ
た
３
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
団
体
特

別
試
験
も
あ
り
、
組
織
的
な
受
験
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。
公
式
テ
キ
ス
ト
で

学
び
、
検
定
試
験
の
受
験
を
目
指
す
こ

と
は
極
め
て
有
益
だ
と
考
え
ま
す
」

団
体
特
別
試
験
は
、
企
業

・
団
体
・
学
校
が
、
所
属
す

る
従
業
員
や
職
員
、
学
生
を

対
象
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
に
関
す
る
教
育
・
研
修

の
一
環
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検

定
試
験
を
実
施
す
る
制
度
。

企
業
な
ど
の
都
合
に
あ
わ

せ
て
、
受
験
の
日
時
や
場
所

を
設
定
で
き
る
。
所
定
の
実

施
手
順
に
沿
っ
て
、
受
験
し

な
い
人
が
試
験
監
督
を
す
る

な
ど
に
よ
り
企
業
な
ど
が
試

験
を
運
営
す
る
。

社
内
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
と
し
て
管
理
職
に
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
検
定
試
験
の
合
格
を
義
務

づ
け
て
い
る
企
業
や
、
会
社

単
位
で
同
検
定
試
験
の
導
入

を
図
ろ
う
と
す
る
企
業
に
適

し
た
制
度
。
各
コ
ー
ス
受
験

者
１０
人
以
上
か
ら
。
２
０
２

５
年
度
に
団
体
特
別
試
験
を

利
用
し
た
企
業
な
ど
は
延
べ

４
０
０
社
を
数
え
る
。

やまだ・ひさのぶ １９７７年神戸大学大学
院博士前期課程修了。７９年弁護士登録。
８７年山田長伸法律事務所（現・山田総合
法律事務所）開設。元大阪大学特任教授。
ＮＰＯ法人健康経営研究会副理事長。０５
年よりメンタルヘルス・マネジメント検
定委員会委員。

公式テキスト執筆者
山田総合法律事務所

同検定試験では、試験問題の出題のベース
となる公式テキストを刊行している。このほ
ど５年ぶりにテキストを改訂した。今年６月

に第６版を刊行した。
第６版では、第５版出版以降

の各種法令などの改正や統計調
査の結果の更新、職場のメンタ
ルヘルス対策をめぐる最近の動
向などを盛り込んだ。（※インタ
ビュー記事参照）
試験問題については、１１月１

日実施の第４１回公
開試験から、第６
版に準拠して出題
する。また、１０月
以降に実施する団
体特別試験も、第
６版に準拠して出
題する。

当社は、主に東京海上日動の保
険にご加入のお客様が、事故や災
害でお困りの際にご連絡をいただ
くファーストコンタクトセンター
です。２４時間３６５日、�いざ�とい
うときのお客様に寄り添い、「安
心」をお届けしています。
私は人事労務部門でメンタルヘ

ルス対策を担当する中で、社員の
心身の健康を守る実効性の高い体
制を整えるためには、専門的かつ
体系的な知識を身につけ、社員に
もその重要性を広く浸透させてい

く必要があると強く感じていまし
た。
当社では、メンタルヘルスマネ

ジメント検定を推奨資格として位
置づけており、社員が主体的に学
び、メンタルヘルスに関する理解
を深めることを目指しています。
私自身もこの制度に後押しされて
受験しました。
�種で学習した内容は、職場の

ラインや人事部門、外部ＥＡＰ機
関、産業医と連携しながら、休業
から復職までの一貫したサポート

体制を構築する際に大いに役立ち
ました。体系的に学んだことで一
次予防の重要性を理解することが
できました。人事総務部が企画す
る各種研修などの施策を通じて社
員が正しい知識を身につけ、スト
レスに自ら対処できるようにヘル
スリテラシーの向上にも取り組ん
でいます。
こうした取り組みをより確実に

推進するためには、法律や制度の
仕組みを深く理解し、施策を設計
する際に明確な根拠を持つことが

不可欠だと考え、�種の勉強に取
り組みました。�種ではより幅広
い知識を学び、特に論述問題に取
り組むことは、知識が定着してい
るか、また実務に落とし込んで理
解ができているかを確認する良い
機会となりました。
�種で得た知識は、休職・復職

フローの設計や見直しにおいて、
医療専門職と人事総務部の役割分
担と連携を整理する際に大きく役
立っています。また、健康経営に
おけるメンタルヘルス施策の企画
・運用にも活かされ、実効性の高
い施策やより良い制度設計につな
がっていると感じています。
メンタルヘルスに関する知識

は、誰にとっても自分の健康を守
るうえで大切なものだと改めて認
識しています。だからこそ、この
検定により多くの人が取り組んで
ほしいと強く感じています。
（第３９回：
�種（マスターコース）合格）

第４１回公開試験日程
２０２６年１１月１日（日）
２０２６年９月４日（金）～１７日（木）

※コンビニ店頭決済は９月１３日（日）まで
大阪、京都、神戸、東京、名古屋、横浜など１５都市

社内のメンタルヘルス対策の
推進
部門内、上司としての部下の
メンタルヘルス対策の推進
従業員自らのメンタルヘルス
対策の推進

�種：選択問題（２時間）、論述問題（１時間）
�種・�種：選択問題（２時間）

�種：１１，５５０円、�種：７，４８０円、�種：５，２８０円

団体特別試験（�種・�種のみ）

人事労務管理スタッ
フ、経営者

管理監督者（管理職）

一般社員

任意に設定
随時（試験日の３週間前まで）
�種：５，９８０円
�種：４，２２０円

�種
マスター
�種
ラインケア
�種
セルフケア

試験日

申込期間

試験会場

コース
（対象・目的）

問題構成・時間

受験料
（税込み）

日時・場所
申込受付
受験料
（税込み）

心
の
健
康
管
理
で
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り

昨
年
度
は
過
去
最
高
の
約
５
万
９
千
人
受
験

▼詳細は
こちら

公式テキスト改訂
第６版を刊行

メンタルヘルス・マネジメント�検定試験

�ココロ�の健康守る 対策強化に
受
験
対
策
の
ウ
ェ
ブ
講
座

公
式
テ
キ
ス
ト
改
訂
に
対
応

▼詳細は
こちら

企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

「
守
り
」「
攻
め
」
両
面
で
推
進
を

山田長伸弁護士に聞く

佐藤 麻理子 さん

体系的な学びが実務の支えに
東京海上日動安心１１０番
人事総務部
アシスタントマネージャー

合格者の
声

団
体
特
別
試
験

日
時
・
場
所
を
任
意
に
設
定

２０２６年（令和８年）８月１０日 月曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０２（３） 特 集
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大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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管 理 職 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 部 下 育 成 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 部 下 育 成 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 部 下 育 成 編管 理 職 育 成 講 座 ＜ ２ ＞ 部 下 育 成 編
自立する部下を育てる！時流を捉えた部下育成術を学ぶ

問題解決力を高める「思考力・想像力・判断力」強化研修問題解決力を高める「思考力・想像力・判断力」強化研修問題解決力を高める「思考力・想像力・判断力」強化研修問題解決力を高める「思考力・想像力・判断力」強化研修
「考える力」を鍛えて仕事のスピードと質を上げ「考える力」を鍛えて仕事のスピードと質を上げる！「考える力」を鍛えて仕事のスピードと質を上げる！「考える力」を鍛えて仕事のスピードと質を上げる！

自 信 を 持 っ て 電 話 応 対 が で き る ス キ ル を 磨 く自 信 を 持 っ て 電 話 応 対 が で き る ス キ ル を 磨 く自 信 を 持 っ て 電 話 応 対 が で き る ス キ ル を 磨 く自 信 を 持 っ て 電 話 応 対 が で き る ス キ ル を 磨 く
電話応対徹底トレーニング～基本応対からクレーム応対まで～電話応対徹底トレーニング～基本応対からクレーム応対まで～電話応対徹底トレーニング～基本応対からクレーム応対まで～電話応対徹底トレーニング～基本応対からクレーム応対まで～

は じ め て の 年 末 調 整 基 礎 講 座は じ め て の 年 末 調 整 基 礎 講 座は じ め て の 年 末 調 整 基 礎 講 座は じ め て の 年 末 調 整 基 礎 講 座
毎年行う年末調整！手続きに必要な実務の手順・書類の作成方法を解説！毎年行う年末調整！手続きに必要な実務の手順・書類の作成方法を解説！毎年行う年末調整！手続きに必要な実務の手順・書類の作成方法を解説！

�管理職育成講座�１�自己改
革編
～管理職の役割と基礎を学
び、自身のマネジメントスタ
イルを作り上げる
大阪商工会議所は、「管理職育成

講座�１�自己改革編」を開催す
る。
変革の時代に自身が変わるため

に、今求められている管理職とし
て必要な心構え・考え方・行動を
基礎から学ぶ。演習やゲームを主
体に、実践しながら学びを深める。
受講者からは「メリハリあるわ

かりやすい講座」「演習が多く楽し
く学べた」と評価が高い講座。
日 時 １０月１６日１０：００～１７：００
講 師 ビジョナリーソ

リューションズ
の葉田勉代表

�実践！誰でもわかるロジカル
シンキングの基礎講座
～コミュニケーション力や問
題解決力が劇的にアップす
る！
大阪商工会議所は、「実践�誰で

もわかるロジカルシンキングの基
礎講座」を開催する。
ビジネスにおいて、自分の意見

を相手に伝えるときは、あいまい
な表現を避けて、相手が納得でき

るように話を組み立てることは重
要である。同講座では、ビジネス
において、自分の意見や考えを相
手に明確に伝え、納得いただくた
めに必要な、ロジカルシンキング
の基本思考、論理構造、テクニッ
クなどについて、わかりやすく解
説する。
日 時 １０月２２日１０：００～１７：００
講 師 セルフ・インプ

ルーブの和田勉
代表取締役

え方などをテーマとした「大商稲
穂塾」、イノベーションを生み出す
「組織づくり」の実践をテーマと
した「経営者のための組織づくり
実践ゼミ」を開催した。
多様な人材の活躍推進
「活躍する女性リーダー表彰（ブ
ルーローズ表彰）」を実施。大阪・
関西万博ウーマンズパビリオン
で、女性活躍推進などに関するイ
ベントを開いた。
若手人材の確保・活躍推進
「大学等と企業との就職情報交

換会」を実施。「ツナガル若手共創
プロジェクト」「若手社員キャリア
デザイン塾」を開いた。
中小企業の人材育成支援
公開講座を１５５講座開催。新たに
「取締役・監査役に必要な法律知
識基礎講座」「はじめての年末調整
基礎講座」などを開講したほか、
大商主催の「メンタルヘルス・マ
ネジメント検定」「ビジネス会計検
定試験」や簿記などの検定試験を
施行した。優良商工従業員表彰を
実施。大阪企業家ミュージアムは
女性企業家３人（広岡浅子、金剛よ
しゑ、小篠綾子）を主展示に加えた
ほか、特別展示を実施した。

３．商流創造・グローバル
展開パッケージ

商談会の開催
「大阪勧業展」「買いまっせ！売
れ筋商品発掘市」「ザ・ベストバイ
ヤーズ」「ザ・ライセンスフェア」
「大阪クリエイトフェア」を実施。
ザ・ビジネスモールを活用した企
業の広域取引の拡大支援
「ザ・ビジネスモール」を、全

国の商工会議所・商工会などと共
同運営。特設ページ「BM万博商
談」を引き続き運営したほか、万
博参加パビリオンと日本企業の商
談を支援する「BMアフター万博
コマース」を新設。
万博関連受発注支援サイトの運営
万博に関連する商取引を支援す

る万博関連受発注支援サイト「万
博商談もずやんモール」を運営。
日本アセアンビジネス促進プラッ
トフォーム
アセアン各国商工会議所会頭・

幹部を大阪に招いた「代表者会議」
を開催。ビジネスの根幹となる「人
材交流・育成」にも新たに取り組ん
でいく共同宣言に署名・採択した。
グローバル化支援
「グローバルサウス等新興国ビ

ジネス研究会」を運営。G7在日商
工会議所とのラウンドテーブルを
初開催。南西アジアと、アフリカ
の部会を設置し、セミナーなどを
通じた情報提供のほか、バングラ
デシュへの現地視察を実施した。

インフラ整備、提言・要望
都市インフラの整備促進
「北陸・関西連携会議」では北

陸と関西の広域周遊観光やビジネ
ス交流を促進し、能登半島地震か
らの復旧・復興を後押しするとと
もに、敦賀～大阪間の一日も早い
着工について、「リニア中央新幹線
建設促進経済団体連合会」では東
京～名古屋間の早期整備、特に静
岡工区の早期着手などについて、
「関西高速道路ネットワーク推進
協議会」では淀川左岸線（２期）
を含む６路線の早期整備や予算確

保などについて、「関西国際空港全
体構想促進協議会」では関空の受
け入れ体制の整備や容量拡張など
への支援について、それぞれ関係
省庁に要望書を建議した。
国・自治体等への政策提言・要望
活動の実施
「中堅・中小・小規模企業対策

に関する要望」「関西圏におけるラ
イフサイエンス産業振興にかかる
要望」「税制改正に関する要望」な
どを建議した。植田和男日本銀行
総裁ら政府要人らとの懇談会、財
務省と関西経済団体による意見交
換会を開いた。

支部での取り組み
【北支部】経営力向上支援事業
小規模事業者等の事業効率化や

収益力強化などに関する情報提供
や相互交流の機会を設けた。
【東支部】大人が楽しむ！「京橋
・がもよんオススメ体験２０２５」
京橋、蒲生四丁目地域の商業施

設や店舗が主体となり、各店舗の
特徴を生かした体験プログラムを
実施した。
【中央支部】ミナミ活性化事業
「WELCOME! OSAKA MIN

AMI MAP」を作成し、来街者の回
遊性を高めた。
【西支部】町工場ネットワークの
構築事業
「ものづくり加工ネットワーク

強化交流会」やAIの活用に関する
勉強会を開催。万博出展事業者に
対して、開発を伴走支援した。
【南支部】あべの天王寺・サマー
キャンパス２０２５
地域の商業施設や店舗、行政機

関、学校の協力を得て「ラジオ体
操inてんしば」万博関連イベント
のほか、職業体験やものづくりの
体験プログラムなどを実施した。

「挑戦都市 やってみなは
れ！ 大阪プラン」検証・
総括と「共に創る やっ
てみなはれ！ 大阪プラ
ン」の策定
「挑戦都市 やってみなはれ！ 大
阪プラン」の検証・総括
２０２３年から３年間推進してきた
「挑戦都市 やってみなはれ！ 大
阪プラン」の成果を検証し、７月
に進捗確認を行った。
「共に創る やってみなはれ！ 大
阪プラン」の策定
２０２６年から３年間かけて取り組
む新中期計画「共に創る やってみ
なはれ！ 大阪プラン」を取りまと
めた。「共創」によるイノベーショ
ンを促進する。万博レガシーの具
体化と、大阪経済のさらなる飛躍
をめざし、中小企業の「成長」と
「経営基盤強化」に資する計３３事
業を展開する。

組織基盤の強化
事業広報については、機関紙「大

商ニュース」「大商メールステーシ
ョン」のほか、ホームページで情
報提供した。
組織基盤の強化では、新規加入

件数２，０００件を目標に会員増強運
動を展開した結果、新規加入件数
は２，９０９件、年度末の会員数は３万
２，７５３件となった。

大阪商工会議所は、「電話応対
徹底トレーニング～基本応対か
らクレーム応対まで」を開催す
る。
顧客満足の基本概念を習得し

ながら、電話応対の基礎固めや
クレーム電話応対力を強化する
ことにより、企業の代表として、
お客様と感じの良い電話応対が
できるようスキルを身につけ
る。確かな傾聴スキルと豊かな

表現力で会話展
開ができるよう
になることを目
指す。
講師は、マネ

ジメントサポー
トの安発早代子

講師。１０月２８日午後１
～５時。

大阪商工会議所は、「管理職育
成講座�２�部下育成編」を開
催する。
イマドキの部下が自立型に変

わるために、多様な考え方・価
値観の部下をどのように巻き込
み、成果を出させるのか、また、
最近の心理的安全性を確保しな
がら、職場の改善をどのように
すればよいのか、時流を捉えた

部下指導の方法
について、演習
・ゲームを通し
て学びを深め
る。
講師は、ビジ

ョナリ
ーソリューションズの
葉田勉代表。１０月２３日
午前１０時～午後５時。

安発早代子氏

葉田勉氏

大阪商工会議所は、「はじめて
の年末調整基礎講座」を開催す
る。
給与所得から源泉徴収された

所得税の過不足を年末に給与な
どから精算する「年末調整」。
ケース別に設定された練習問

題なども使用し、年末調整書類
だけでなく、年末調整に付随す
る書類も解説し、年末調整・法

定調書の業務を
はじめて担当す
る方が、年末調
整業務をすぐに
行えるように学
習する。
講師

は、ＴＡＣの中谷美穂
氏。１０月２９日午前１０時
～午後５時。

大阪商工会議所は、「問題解決
力を高める『思考力・想像力・
判断力』強化研修」を開催する。
自分自身の視野を広げ、問題

を発見し解決するために必要な
「思考力（問題発見と論理的思
考）・想像力（展開を想像する）
・判断力（対応力を上げて自主
行動型へ）」を高め、自主行動を
促し、自己成長につなげる。

講師は、ビジ
ネスプラスサポ
ートの竹内真佐
子人財育成プロ
デューサー。１０
月２７日午前１０時
～午後

５時。

中谷美穂氏

竹内真佐子氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

１１
日
、
第
３
回
イ
ン
ド
製
造

業
進
出
勉
強
会
を
開
催
す

る
。昨

年
度
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
が
７
・

７
％
と
高
い
伸
び
を
維
持
す

る
イ
ン
ド
は
、
旺
盛
な
内
需

に
加
え
、
中
東
・
欧
州
市
場

を
見
据
え
た
製
造
拠
点
と
し

て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

一
方
、
日
本
貿
易
振
興
機

構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
の
調
査
に

よ
る
と
、「
税
制
・
税
務
手
続

き
の
煩
雑
さ
」
が
２
年
連
続

で
経
営
上
の
課
題
の
第
１
位

を
占
め
、
多
く
の
企
業
が
現

地
で
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
。

イ
ン
ド
税
務
に
精
通
し
た

Ｅ
Ｙ
税
理
士
法
人
イ
ン
ド
デ

ス
ク
の
山
口
哲
男
氏
が
、
イ

ン
ド
に
進
出
す
る
際
の
税
務

面
や
実
務
上
の
留
意
事
項
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

午
後
２
〜
４
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
会

員
と
特
定
商
工
業
者
の
方
々

に
、
２
０
２
６
年
度
１
号
議

員
選
挙
の
入
場
券
・
代
理
投

票
人
指
定
届
を
、
９
月
上
旬

に
発
送
し
ま
す
。

入
場
券
は
登
録
さ
れ
た
所

在
地
の
代
表
者
宛
て
に
選
挙

権
個
数
分
を
発
送
。
法
人
・

団
体
役
員
会
員
の
入
場
券

は
、
所
属
す
る
法
人
・
団
体

の
入
場
券
に
同
封
し
ま
す
。

ま
た
、
同
選
挙
の
立
候
補

の
受
け
付
け
を
次
の
要
領
で

行
い
ま
す
。

�
資
格
要
件
�
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
会
員
。な
お
、

法
人
会
員
は
法
人
と
し
て
、

団
体
会
員
は
団
体
と
し
て
候

補
者
と
な
り
、
当
選
後
に
議

員
の
職
務
を
行
う
者
１
人
の

氏
名
と
職
名
を
届
け
出
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�
立
候
補
受
付
期
間
�
９
月

１
日
（
火
）
か
ら
９
月
２９
日

（
火
）
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）

�
受
付
時
間
�
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

�
受
付
場
所
�
大
阪
商
工
会

議
所
３
階
会
員
組
織
担
当
ま

で
文
書
で
届
け
出
て
く
だ
さ

い�
立
候
補
に
必
要
な
書
類
�

法
人
は
、「
立
候
補
届
（
様
式

指
定
）」と「
登
記
事
項
証
明

書
原
本
」。法
人
格
を
有
さ
な

い
団
体
は
、「
立
候
補
届
（
様

式
指
定
）」と「
現
在
の
規
約

な
ら
び
に
役
員
名
簿
」。個
人

は
「
立
候
補
届
（
様
式
指

定
）
」
と
「
住
民
票
の
写
し
」

な
ら
び
に
「
履
歴
書
（
様
式

指
定
）」。

立
候
補
者
が
定
数（
７６
人
）

を
超
え
た
場
合
に
は
、
１０
月

１４
日
（
水
）
に
投
開
票
を
行

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

１５
日
、
大
阪
府
・
大
阪
市
と

と
も
に
令
和
８
年
度
「
Ｉ
Ｒ

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

く
。同

セ
ミ
ナ
ー
は
地
域
経
済

の
担
い
手
で
あ
る
地
元
企
業

を
対
象
に
、
２
０
３
０
年
秋

ご
ろ
の
開
業
を
め
ざ
す
大
阪

Ｉ
Ｒ
に
よ
る
地
域
活
性
化
や

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
拡
大
な
ど

の
効
果
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

大
阪
府
・
大
阪
市
Ｉ
Ｒ
推

進
局
の
担
当
者
が
「
区
域
整

備
計
画
」
な
ど
を
説
明
し
、

阪
南
大
学
国
際
学
部
の
福
本

賢
太
教
授
が
、「
Ｉ
Ｒ
（
国
内

初
の
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
が

大
阪
・
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
動

か
す
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
す

る
。午

後
２
時
３０
分
〜
４
時
１５

分
、
大
阪
産
業
創
造
館
（
大

阪
市
中
央
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
講
演
会
を
開
く
。
８
月

２８
日
に
は
、「『
い
も
た
こ
な

ん
き
ん
』
に
よ
る
ワ
ク
ワ
ク

未
来
づ
く
り
〜
食
・
農
・
地

域
を
つ
な
ぐ
白
ハ
ト
食
品
工

業
の
挑
戦（
仮
題
）」を
テ
ー

マ
に「
ら
ぽ
っ
ぽ
」「
道
頓
堀

く
く
る
」
で
お
な
じ
み
の
白

ハ
ト
食
品
工
業
の
永
尾
俊
一

社
長
が
地
域
と
と
も
に
歩
い

た
８０
年
の
軌
跡
や
今
後
の
事

業
展
開
を
語
る
。

９
月
８
日
は
「
チ
ュ
チ
ュ

ア
ン
ナ
５０
年
の
歴
史
と
経
営

哲
学
〜
創
業
か
ら
事
業
承
継

ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
靴
下
・

イ
ン
ナ
ー
製
造
小
売
の
チ
ュ

チ
ュ
ア
ン
ナ
創
業
者
の
上
田

利
昭
会
長
が
講
演
。
同
社
の

歴
史
や
経
営
戦
略
、
事
業
承

継
に
向
け
た
取
り
組
み
を
話

す
。
両
日
と
も
午
後
２
時
〜

３
時
１５
分
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

キリン堂 １０月７日（水）

【商談対象】�生鮮売場での売場
貸し販売（生鮮食料品＜惣菜など
も含む＞・生花）	催事スペースで
の催事出店事業者
業務委託運営
事業者のいずれかに当てはまるパ
ートナー企業を希望。５，０００円を超
える高額品、生体（ペット）は対象
外。３５０店舗規模の販路提案、テス
ト販売からのスタート、地域限定
導入から広域展開まで検討可能。
■関西・四国・北陸・関東エリア
を中心に、ドラッグストアを展開。
https���www.kirindo.co.jp�

中央物産 １０月２日（金）

【対象商材】日用品・化粧品・家
庭用品・衛生用品・オーラル用
品。ドラッグストアやスーパーマ
ーケット、ホームセンターなどで
販売可能な商材や独自性のある技
術を持つメーカーを希望。価格帯
の目安は３，０００円以下。
食品、衣類は対象外（リカバリ

ーウェアなど機能性ウェアは可）。
原則、法人との取引希望。

■１９２０年創業の化粧品・日用品の
専門商社。http���www.cbgm.co.
jp�group�cbc.html

佐竹食品 ９月２８日（月）

【対象商材】食品（グロサリー）、
デイリー商品、冷凍食品、惣菜な
どスーパーマーケットで販売可能
な商品、他社と差別化できるよう
なオリジナル商品、ＰＢ、ＯＥＭ
商品など。生鮮食品や生活雑貨は
対象外。商品ロットは要相談。専
門商社は場合によっては要。ＰＬ
保険加入要。
■１９６９年創業の地域密着型総合食
料品スーパーマーケット。関西エ
リアで１６店舗を運営。
https���satake�takenoko.co.jp�

９月１１日

イ
ン
ド
製
造
業
進
出
勉
強
会

税
務
面
で
の
留
意
点
を
解
説

▼詳細は
こちら

Ｉ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

９
月
１５
日

▼詳細は
こちら

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

講
演
会

１
号
議
員
選
挙

１０月開催の講座・研修

９
月
に
入
場
券
発
送
と
立
候
補
受
け
付
け

▼詳細は
こちら

個個別別商商談談会会 ザザ・・ベベスストトババイイヤヤーーズズ 大手事業者と中小企業との商談の場
【問合せ】流通・サービス産業部 �６９４４・６４４０

（４）２０２６年（令和８年）８月１０日 月曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０２



大阪商工会議所 ２０２５年度 事業報告
万博の機会を活かし、国際交流、産業振興、魅力発信

９
月
、
万
博
の
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
基
づ
く
繊
維
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
未
来
共
創
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
展
示
さ
れ
た
「
宙
に
浮
く

靴
」

９
月
、
企
画
列
車
「
グ
レ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ミ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」
を
初
め
て

実
施
し
た

価値創出・課題解決
プロジェクト

１．ものづくり×イノベー
ションプロジェクト

次世代テックフォーラムの運営

８月、万博のリボーンチャレンジ「S
eries Ａ；セレクション～輝く未来
社会の創り手ここにあり～」への出展
を支援した
AI、モビリティ、新エネルギー、

宇宙ビジネス、Neoマテリアルに
加え、防衛・防災の分科会を新設。
大阪・関西万博の大阪ヘルスケア
パビリオン「リボーンチャレンジ」
に、「Series A；セレクション～
輝く未来社会の創り手ここにあり
～」をテーマに中小企業やスター
トアップ９社の出展を支援した。
メタバースビジネス創出プラット
フォームの運営
例会でメタバースコンテンツ体

験会を実施したほか、次世代テッ
クフォーラムとの合同シンポジウ
ムを開催。「XR Kaigi Hub in大
阪」「XR Kaigi 2025」へ出展する
大阪の企業を支援した。
SDGs・ESGプラットフォーム
の運営
大阪・関西万博会場内で、「どっ

すごい！SDGs大阪・関西万博場
所」を開催。展示商談会「カーボ
ンニュートラル・チャレンジフェ
ア」「SDGsカフェ」を実施した。
グローバル・イノベーション・フ
ォーラムの運営
「GIFミートアップ」では、３６社
によるLIVEピッチなどを実施。
「GIFチャレンジ」では、米国ラス
ベガス展示会「CES」やタイ・バ
ンコクの展示会「SITE」への国内
スタートアップの出展を支援し
た。
スタートアップ支援事業の推進
地域をこえたスタートアップの

販路拡大支援プログラムや大学発
スタートアップ事業展開支援プロ
グラムを実施。スタートアップに
よるまちなか展示イベントを開催
した。
町工場ネットワークの拡充・強化

１０月、万博のリボーンチャレンジ「身
近な課題や世界のお困りごとを大阪の
町工場が解決します！」への出展を支
援した
大阪の中小製造業の連携を促

し、身近な課題や世界の困り事を
解決しうる新製品・試作品開発を
目指し、万博の大阪ヘルスケアパ

ビリオン「リボーンチャレンジ」
で７３社１９製品を展示した。出展後、
製品化・事業化につなげるため共
創交流会を開催した。
MoTTo OSAKAオープンイノベ
ーションフォーラムの運営
大企業が自社の技術課題に対す

る提案を中小企業などから募る
「技術ニーズ説明会」、大企業など
が保有する技術に対する提案を募
る「技術シーズ商談会」を開いた。
繊維・アパレル産業のイノベーシ
ョン促進

「サステナブルに基づく繊維・
ファッション産業の未来共創プロ
ジェクト」をテーマに、万博の大
阪ヘルスケアパビリオン「リボー
ンチャレンジ」へ他業種を含む中
小企業３４社の１７製作物を展示。
産学官によるものづくり振興事業
大学、公設試験研究機関、行政

機関などと連携し、最新の研究成
果の発表会を開催。「産学官技術相
談窓口」を設けた。

２．ウエルネスビジネス創
出プロジェクト

創薬シーズ・基盤技術商談などに
よる産学官連携の推進
全国の大学、研究機関やスター

トアップなどから創薬案件を募集
し、企業とマッチングする「DS
ANJ Bio Conference」を２回開
いた。
医療機器ビジネス支援プラットフ
ォームの運営
「次世代医療システム産業化フ

ォーラム」で、全国の医療現場の
ニーズと企業をマッチング。医療
従事者による共同開発提案累計の
１，０００件突破を記念し「MDF医工
共創アワードJAPAN」を開催。
事業化支援
経済産業省の医療機器開発支援

ポータルサイト「MEDIC」で医療
機器開発の相談窓口を運営。
ウエルネスオフィス・プロジェク
ト

４～５月、万博のリボーンチャレンジ
「ウエルネスを実現するテクノロジー
と空間」への出展を支援した
「ウエルネスを実現するテクノ

ロジーと空間」をテーマに、万博
の大阪ヘルスケアパビリオン「リ
ボーンチャレンジ」に２６チーム４０
社の出展を支援した。
大阪スマートヘルスプロジェクト

スマートヘルス分野のスタート
アップに社会実装支援を実施。府
内企業の健康経営推進、スタート
アップのサービス実証を支援。万
博関連イベントへの出展支援など
を実施した。
スポーツ産業の振興
大阪・京都・神戸三商工会議所

連携によるスポーツ産業振興プラ
ットフォーム「スポーツハブKA
NSAI」を運営した。
「未来の医療」の推進
「高齢者特有の課題解決」をテ

ーマに、医工連携マッチング会を
開催した。
メドテック分野におけるグローバ
ルエコシステムの構築と強化

９月、メドテック分野のピッチコンテ
スト「GLOBAL PITCH SHOWDO
WN」の世界決勝を大阪で初開催
万博開催にあわせ、医療系スタ

ートアップ支援組織「MedTech
Actuator」とともに、メドテック
分野に特化したピッチコンテスト
「Global Pitch Showdown」 の世
界決勝を大阪で初開催した。
医療機器ビジネスの途上国・新興
国市場開拓支援
国際協力機構（JICA）と連携し、

タイのヘルスケア系アクセラレー
タ、介護機器販売会社とのマッチ
ングを行うセミナーを開催した。

３．都市魅力再構築プロジ
ェクト

都市魅力の再構築
万博開催時のまちなかの取り組

みを一体的に発信する公民連携プ
ラットフォーム「大阪まちごと万
博共創プラットフォーム」の公式
サイトで、関連するプロジェクト
や人、イベント、特集記事を掲載。
都心における公共空間の活用や魅
力発信
大商都市活性化委員会が２０２４年

度に取りまとめた提言「官民共創
による『Ｐ・Ａ・Ｒ・Ｋな大阪都
心』に向けて」に基づき、エリア
マネジメント団体の活動促進に資
する新制度について、大阪市など
の関係部局に実現を働きかけた。
水と光を軸にした都市魅力の向上
「水と光のまちづくり推進会議」
の会長団体として、「水と光のまち
づくり推進に関する基本方針」を、
万博の成果を踏まえて改定。「水都
大阪コンソーシアム」の活動や、
「大阪・光の饗宴実行委員会」に
よる大阪・光の饗宴２０２５の実施な
どを支援した。
なにわなんでも大阪チャレンジの
実施
WEBクイズ「なにわなんでも大

阪チャレンジ」を実施。万博の会
期中には万博公式アプリ「EXPO
2025デジタルウォレット」を活用
したオリジナルNFT（デジタルス

タンプ）も配布した。
グレーターミナミの活性化

「グレーターミナミTRAIN」を
南海電気鉄道とともに初開催。訪
日客向けモデルツアーや活性化に
向けたシンポジウムも実施した。
「くうぞ、万博。」プロジェクトの
展開
多様で実力ある飲食店が集積す

る大阪の魅力を国内外に発信する
「くうぞ、万博。」プロジェクトと
して、「万博メニューでおもてな
し」と「大阪まちごとバル」を実施。
ホスピタリティ産業の振興
大阪IR開業を機に大阪のホス

ピタリティ産業を進化させ、従事
する人材を確保・育成する「ホスピ
タリティ産業高度化研究会」を開
催。シンポジウム「ニシ・夢洲２０３０
年のIR開業に向けて」を開いた。
商店街集客支援事業の実施
「Osaka Morning～商店街で朝
食を～」を初めて実施。「レトロビ
ル商店街フェスティバル」の実施、
「１００円商店街」を支援した。

４．まちなかリビングラボ
プロジェクト

実証事業の推進

６月、都市型自動運航船「海床（うみ
どこ）ロボット」の実証実験実施を支
援した

「実証事業推進チーム大阪」で、
実証実験が円滑、かつ効果的に実
施できるよう支援し、セミナーを
開催。「貨客混載実証実験プロジェ
クト」を実施。独立行政法人都市再
生機構とともに、大阪城東部地区
で実証実験の提案を募り、採択し
た企業の実証実験やPRを支援。
リビングラボの推進
「大阪城公園周辺地域イノベー

ションプラットフォーム」に参画。
都心型オープンイノベーション拠
点「Xport」を運営したほか、「コ
モングラウンド・リビングラボ」
の運営を支援した。

５．２０２５年大阪・関西万博
に向けた事業推進

万博協会、国、府・市の動き
公益社団法人２０２５年日本国

際博覧会協会（万博協会）は、２０２５

４月、日本商工会議所移動常議員会・
議員総会後のエクスカーションを出迎
えた

年４月１３日から１０月１３日までの
１８４日間にわたり、「いのち輝く未
来社会のデザイン」をテーマに
「２０２５年日本国際博覧会（大阪・
関西万博）」を開催した。
万博の機運醸成・来場促進
大商は万博協会の社員団体、理

事・副会長団体として、社員総会
・理事会などにおいて適宜意見表
明を行ったほか、大商の常議員、議
員、会員を対象に、入場チケットの
購入や早期来場への協力を依頼し
た。全国５１５商工会議所が事務局を
務める部会・委員会などによる視
察を受け入れた。大商職員延べ６９６
人が視察を出迎え、入場をサポー
トした。関西商工会議所連合会に
設置した万博の機運醸成ワーキン
ググループは、万博公式アプリ「E
XPO2025デジタルウォレット」を
活用したデジタルスタンプラリー
やSNSなどを活用した広報活動
など、機運醸成に取り組んだ。
万博にあわせて来阪した各国視

察団の受け入れや海外関連イベン
トの開催支援、在阪企業への情報
提供などを行った。

６月、大商とグレーターマンチェスタ
ーＭＩＤＡＳが連携協定を締結した

２０２５年大阪・関西万博、アジア
・アジアパラ競技大会、GREEN
×EXPO 2027と連続して開催さ
れる国際的イベントの機運醸成に
向け、２０２４年９月に大商と名古屋、
横浜の各商工会議所が締結した包
括連携協定に基づき、引き続き機
運醸成に取り組んだ。
「２０２５年大阪・関西万博交通円

滑化推進会議」は、万博関連交通
と通勤や物流などにかかる一般交
通の円滑化に向けた取り組みを行
った。「万博TDMパートナー」登録
促進に向けた情報提供や広報活動
を実施した。
大阪ヘルスケアパビリオン出展支
援
大商、大阪府、大阪市などで構

成する２０２５年日本国際博覧会大阪
パビリオン推進委員会が出展する
大阪ヘルスケアパビリオンは、万

博会期中に約５５３万人の来館者を
受け入れた。同パビリオン内で、
大商と公益財団法人大阪産業局が
企画する「リボーンチャレンジ」
は、毎週展示を入れ替え、１４実施
主体が２６企画を展示し、４３２社の中
小企業・スタートアップが出展し
た。▽ウエルネスを実現するテク
ノロジーと空間～カラダ（フィジ
カル）の健康と美容を実現するオ
フィス～、～ココロとアタマの健
康を目指したオフィス～▽Series
A;セレクション～輝く未来社会
の創り手ここにあり～▽サステナ

ブルに基づく繊維・ファッション
産業の未来共創プロジェクト▽身
近な課題や世界のお困りごとを大
阪の町工場が解決します！
テーマウィーク事業への参画
世界経済フォーラムのグローバ

ル・シェイパーズ・コミュニティ
大阪ハブと連携し、「シェイプ・ニ
ューワールド・シンポジウム」を支
援した。テーマウィーク事業の８
テーマ毎に開かれた同シンポジウ
ムには、毎回、大商の正副会頭があ
いさつに登壇した。
サクヤオオカミプロジェクトへの
協力
大商の女性活躍支援事業「大阪

サクヤヒメ表彰」の受賞者有志が、
女性活躍のムーブメントの象徴と
なるアート作品を制作し、万博会
場内で展示する「サクヤオオカミ
プロジェクト」を支援し、広報協
力を行った。
万博に関する会員企業アンケート
の実施
万博が地域経済・各社の事業活

動に与えた影響などを把握するた
め、会員企業を対象にしたアンケ
ート調査を実施した。
２０２５年日本国際博覧会 成果検証
委員会への参画
万博の成果を検証し、レガシー

として次世代に継承していくた
め、設けられた「２０２５年日本国際
博覧会 成果検証委員会」で鳥井
信吾大商会頭が万博における大商
の取り組み成果とレガシー展開案
を紹介した。
未来創造会議の設置
万博のレガシーを後世に引き継

ぐため、経済界・国・関西広域連
合・地元自治体が一体となった推
進体制として、「未来創造会議」を
設置。鳥井信吾大商会頭は共同代
表に就任した。

経営基盤強化パッケージ
の推進

１．稼ぐ力強化パッケージ
経営基盤強化
資金繰りなどの相談支援を実

施。マル経融資の推薦、小規模事業
者持続化補助金の申請支援、BCP
（事業継続計画）の策定支援などを
実施。「会員交流大会」「在阪支社
長・支店長と大阪商工会議所役員
・議員との懇談会」などを開いた。
事業再生・事業承継支援

大阪府中小企業活性
化協議会や大阪府事業
承継・引継ぎ支援セン
ターで相談支援を実施
した。
収益力の強化
デザイン思考を用い

た実践的研修、デザイ
ン経営に基づく商品開
発支援などを実施し

た。
生産性向上
一次的な相談窓口「ITコンタク

トデスク」で課題に応じた支援メ
ニューを紹介したほか、専門事業
者によるITサポートサービスな
どを実施した。「商工会議所サイバ
ーセキュリティお助け隊サービ
ス」を全国に展開した。

２．人的資本強化パッケージ
社会人の学び直し支援
関西学院大学などと連携してセ

ミナーを開いた。新しい経営の考
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大
阪
商
工
会
議
所
は
１０
月
１９
日

〜
１２
月
２１
日
、「
Ｗ
―
Ｎ
ｅ
ｘ
ｕ
ｓ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
女
性
起
業
家
メ
ン

タ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
全
８

回
）
を
開
催
す
る
。

こ
れ
は
、
売
り
上
げ
の
壁
に
直

面
す
る
創
業
１０
年
未
満
の
女
性
起

業
家
を
対
象
と
し
た
、少
人
数
・
実

践
型
伴
走
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
専
門
家

に
よ
る
講
義
に
加
え
、
参
加
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
メ
ン
タ
ー
か

ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施
。

収
益
モ
デ
ル
の
再
構
築
や
仕
組
み

化
を
徹
底
的
に
行
い
、
売
り
上
げ

拡
大
へ
の
突
破
口
を
目
指
す
。

リ
ー
ド
メ
ン
タ
ー
は
、
女
性
起

業
家
の
先
駆
け
で
あ
り
、
実
業
家

で
あ
る
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｓ
�
Ｃ
Ｏ
の
川
崎

昌
子
代
表
取
締
役
。
メ
ン
タ
ー
は

大
商
が
実
施
す
る
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ

表
彰
の
２
０
２
３
年
度
受
賞
者
の

濱
野
直
子
・
ハ
マ
リ
カ
ラ
ボ
代
表

取
締
役
。
各
回
と
も
午
後
３
時
〜

５
時
３０
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�
６
９

４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
と
関
西

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
は
１０
月
８
日
、
大
学

発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
展

開
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「U

-
ST
A
R
T
U
P
K
A
N

SA
I
２０２６

」オ
ー
プ
ン
ピ

ッ
チ
を
開
く
。

こ
れ
は
、
大
学
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
大
学
の
研
究
シ

ー
ズ
を
活
用
す
る
企
業
な
ど

を
支
援
し
、
大
阪
・
関
西
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
推

進
す
る
も
の
。

書
類
審
査
を
通
過
し
た
、

先
端
技
術
を
有
す
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
１０
社
程
度
が
登
壇

し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
。
大
学
発
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
先
端
技
術
や
事
業

プ
ラ
ン
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
を
審
査
し
、
米
国
で
開

催
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
見

本
市
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
」
へ
の
出
展

権
な
ど
、
今
後
の
成
長
を
後

押
し
す
る
副
賞
を
提
供
す
る

ほ
か
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

の
連
携
に
関
心
の
あ
る
事
業

会
社
「
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

午
後
１
〜
５
時
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
（
大
阪
市
北
区
）
で
。
登

壇
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
９
月

初
旬
ご
ろ
発
表
予
定
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
、
生
成
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
い
う
言
葉
を
見

聞
き
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

自
分
た
ち
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て

い
る
中
小
企
業
の
皆
様
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
生
成
Ａ
Ｉ
こ
そ
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
価
値
あ
る
ツ
ー
ル
だ
と
考
え

ま
す
。
今
回
は
こ
の
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
、
情
報
を
お
送
り
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
Ａ
Ｉ
（
生
成
Ａ
Ｉ
）
と
は
何
か

Ａ
Ｉ
と
は「
人
工
知
能
」の
略
で
、

そ
の
中
で
今
注
目
さ
れ
て
い
る
生
成

Ａ
Ｉ
と
は
学
習
し
た
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
「
作
り

出
す
」
Ａ
Ｉ
の
こ
と
で
す
。
現
実
的

に
は
ブ
ラ
ウ
ザ
ま
た
は
ア
プ
リ
の
入

力
画
面
に
テ
キ
ス
ト
を
入
力
し
な
が

ら
会
話
し
て
活
用
し
ま
す
。
そ
の
実

際
の
使
い
方
を
紹
介
し
ま
す
。

■
活
用
で
き
る
Ａ
Ｉ
（
生
成
Ａ
Ｉ
）

の
種
類
�
〜
「
壁
打
ち
」
に
活
用

実
際
に
中
小
企
業
で
使
え
る
活
用

法
の
一
番
手
と
し
て
紹
介
で
き
る
の

は「
壁
打
ち
」に
使
う
と
い
う
こ
と
で

す
。初
期
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
機
械
的
で
、

あ
る
意
味
冷
た
い
イ
メ
ー
ジ
で
利
用

す
る
人
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

近
年
、
共
感
型
Ａ
Ｉ
が
普
及
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、「
壁
打
ち
」
に
活

用
す
る
人
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
良
い
点
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
（
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ

る
場
所
）
簡
単
に
、
そ
し
て
な
ん
と

い
っ
て
も
、
対
話
者
に
寄
り
添
い
、

否
定
し
た
り
し
ま
せ
ん
。
昨
年
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
し
た
際
に
参
加
者
に

試
し
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
「
今
、
少
し

落
ち
込
ん
で
い
る
」
と
言
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

す
る
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
寄
り
添
い
の

言
葉
に
多
く
の
参
加
者
が
感
激
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
そ
れ

か
ら
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
よ
く
活
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

一
度
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
こ
と
が

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

※
実
際
に
ご
利
用
の
際
は
特
定
の
会

社
名
、
個
人
名
は
伏
せ
て
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。「
壁
打
ち
」
し
て
い
る
こ

と
が
他
者
に
見
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

■
活
用
で
き
る
Ａ
Ｉ
（
生
成
Ａ
Ｉ
）

の
種
類
�
〜
文
字
を
扱
う
業
務
全
般

を
サ
ポ
ー
ト

次
に
紹
介
す
る
の
は
「
文
章
生
成

Ａ
Ｉ
」
で
す
。
メ
ー
ル
の
下
書
き
、

企
画
書
・
提
案
書
の
作
成
、
ブ
ロ
グ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
の
文
案
な
ど
、
文
字

を
扱
う
業
務
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
に
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ（
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
）、
Ｃ

ｌ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ
（
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｒ
ｏ
ｐ
ｉ

ｃ
）、
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
）
が
あ
り
ま
す
。
無
料
プ
ラ
ン
で

も
十
分
な
機
能
を
試
せ
る
た
め
、
ま

ず
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
活
用
で
き
る
Ａ
Ｉ
（
生
成
Ａ
Ｉ
）

の
種
類
�
〜
商
品
画
像
の
加
工
な
ど

に
活
用

次
に
紹
介
す
る
の
は
「
画
像
生
成

Ａ
Ｉ
」
で
す
。
商
品
画
像
の
加
工
、

チ
ラ
シ
や
バ
ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
案
作

成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
制
作

な
ど
に
使
え
ま
す
。
以
前
は
専
門
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼
し
て
い
た
作
業

を
、
自
社
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
代
表
例
に

Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｌ
ｙ
、Ｃ

ａ
ｎ
ｖ
ａ
の
Ａ
Ｉ
機
能
、
Ｍ
ｉ
ｄ
ｊ

ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
利
用
に
関
す
る
著
作
権
な
ど
の

注
意
点
が
あ
り
ま
す
。

※
著
作
権
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま

す
。

■
活
用
で
き
る
Ａ
Ｉ
（
生
成
Ａ
Ｉ
）

の
種
類
�
〜
議
事
録
作
成
の
手
間
を

大
幅
に
削
減

会
議
の
録
音
を
自
動
で
テ
キ
ス
ト

化
す
る
文
字
起
こ
し
Ａ
Ｉ
（
例
�
Ｎ

ｏ
ｔ
ｔ
ａ
、
Ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
は
、
議

事
録
作
成
の
手
間
を
大
幅
に
削
減
し

ま
す
。
ま
た
動
画
の
自
動
字
幕
生
成

や
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
音
声
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
作
る
ツ
ー
ル
も
登
場
し
て
お

り
、
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
コ
ス

ト
削
減
に
も
役
立
ち
ま
す
。
こ
ち
ら

も
利
用
に
お
い
て
著
作
権
な
ど
注
意

す
る
点
が
あ
り
ま
す
。

※
著
作
権
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま

す
。

■
ま
と
め

生
成
Ａ
Ｉ
は
時
代
と
と
も
に
生
活

に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
、
特
に

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
活
用
す
る
シ
ー

ン
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
中
小
企
業
で
実
際
に
活

用
さ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

大
阪
商
工
会
議
所
の
Ｉ
Ｔ
専
門
相

談
員
が
、
中
小
企
業
の
現
場
で
の
Ａ

Ｉ
活
用
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

１５
日
、
国
内
最
大
級
の
宇
宙

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

運
営
す
る
一
般
社
団
法
人
ク

ロ
ス
ユ
ー
と
と
も
に
、「
関
西

か
ら
は
じ
め
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ

ス
―
宇
宙
と
異
業
種
を
つ
な

ぐ
、産
官
学
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

を
開
く
。
こ
れ
は
、
次
世
代

産
業
に
お
け
る
新
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
を
促
進
す
る「『
次
世
代

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
宇
宙

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
タ
ー
会

議
」
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
。

立
命
館
大
学
の
中
須
賀
真

一
教
授
や
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）に
よ
る

講
演
の
ほ
か
、
関
西
ゆ
か
り

の
も
の
づ
く
り
企
業
が
宇
宙

産
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
。
宇
宙
分
野
の
産
官
学
連

携
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
討
論

や
懇
親
会
も
実
施
。
午
後
１

時
３０
分
〜
６
時
３０
分
、
御
堂

筋
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
「
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
ブ
ウ
エ

ス
ト
」（
大
阪
市
中
央
区
）で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

川崎昌子氏濱野直子氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
会
員
を

対
象
に
、「
宿
泊
優
待
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
て
い
る
。

対
象
は
「
都
リ
ゾ
ー
ト
志
摩
ベ

イ
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
」な
ど
６２
施
設
。

年
間
宿
泊
総
数
に
上
限
が
あ
る
施

設
も
あ
る
。

こ
の
う
ち
、「
東
急
ハ
ー
ヴ
ェ
ス

ト
ク
ラ
ブ
」
が
提
供
す
る
施
設
へ

の
宿
泊
は
、
今
年
度
か
ら
抽
選
と

し
て
い
る
。
抽
選
は
年
２
回
で
、

次
回
の
抽
選
の
申
し
込
み
受
け
付

け
期
間
は
８
月
１７
〜
２８
日
。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当
�
６

９
４
４
・
６
２
７
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

総
合
職
と
し
て
入
社
後
、
将
来
の
女
性

管
理
職
候
補
と
し
て
人
事
部
に
配
属
。
妊

娠
中
の
体
調
不
良
を
機
に
退
職
も
考
え
た

が
、
兄
の
「
や
っ
て
駄
目
な
ら
ま
た
考
え

れ
ば
い
い
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
、
女
性

総
合
職
と
し
て
初
め
て
育
児
休
業
を
取

得
。
子
育
て
や
介
護
を
経
て
、
以
前
よ
り

も
自
身
の
メ
ン
タ
ル
が
強
く
な
っ
た
。

管
理
職
昇
進
後
は
そ
の
経
験
を
活
か

し
、「
や
ら
な
い
後
悔
よ
り
、
や
る
後
悔
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
次
々
と
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
整
備
。
自
分
で
目
標
を
立
て
て
毎

月
進
捗
報
告
し
、
社
員
か
ら
の
応
援
コ
メ

ン
ト
や
表
彰
を
も
ら
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
」は
、部
署
や
事
業
所
を
超
え
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
に
も
役
立

ち
、
業
務
に
関
わ
ら
ず
日
々
の
小
さ
な
挑

戦
を
後
押
し
す
る
風
土
を
作
り
上
げ
た
。

ま
た
、「
健
康
経
営
優
良
法
人
」の
認
定
、

「
大
阪
市
女
性
活
躍
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
」
の
「
三
つ
星
」
認
証
な
ど
の
働

き
方
改
革
に
関
す
る
認
証
も
取
得
。
各
認

証
マ
ー
ク
の
説
明
を
記
載
し
た
カ
ー
ド
を

作
成
し
、
社
員
が
携
帯
す
る
こ
と
で
、
取

引
先
へ
の
説
明
を
通
じ
た
意
識
醸
成
を
行

っ
た
。

２３
年
に
女
性
初
の
部
長
、
２６
年
に
執
行

役
員
に
就
任
。
２５
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表

彰
受
賞
。
今
後
は
、
さ
ら
に「
働
き
が
い
」

と
「
主
体
性
と
共
助
」
の
あ
る
組
織
を
目

指
し
て
環
境
整
備
・
風
土
醸
成
を
進
め
て

い
く
。

一般社団法人ＩＴＣサ
ポーターズ代表理事
デザインエッグス代表
ＩＴコーディネータ 大

阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
府
、
大
阪
市
と
と
も
に
構

成
す
る
「
実
証
事
業
推
進
チ

ー
ム
大
阪
」
で
、
大
阪
府
の

都
市
基
盤
施
設
や
府
営
住
宅

の
維
持
管
理
の
効
率
化
・
省

力
化
が
見
込
め
る
新
技
術
を

用
い
た
実
証
実
験
を
公
募
す

る
と
発
表
し
た
。
公
募
期
間

は
９
月
３０
日
午
後
５
時
ま

で
。対

象
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
大

阪
府
が
管
理
す
る
道
路
（
モ

ノ
レ
ー
ル
を
含
む
）、
河
川
、

公
園
、
下
水
道
、
港
湾
・
海

岸
の
都
市
基
盤
施
設
や
府
営

住
宅
。
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
抱
え
る
、
老
朽
化
へ
の

対
応
や
点
検
・
維
持
管
理
業

務
の
省
人
化
・
高
度
化
な
ど

の
課
題
解
決
に
資
す
る
新
技

術
の
実
証
実
験
を
募
集
す

る
。
な
お
、
今
回
は
技
術
実

証
を
対
象
と
し
て
お
り
、
既

に
市
場
投
入
さ
れ
て
い
る
製

品
は
対
象
外
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

次世代テックフォーラム トータ
ルコーディネート会議
次世代産業における新ビジネス

創出の促進を目的に開く。今回の
テーマは、「２０３０年代の技術予測か
ら読み解くビジネスチャンス」。
今後の成長・拡大が期待される

技術や産業分野を取り上げ、新規
事業立案・自社技術の応用に向け
たヒントを提供する。
日本総合研究所の東博暢プリン

シパルが基調講演するほか、注目
スタートアップが事例発表する。
日 時 ９月７日１３：３０～１６：３０
場 所 ＪＡＭ ＢＡＳＥカンフ

ァレンス（大阪市北区）
問合せ 産業・技術振興

担当
�６９４４・６３００

人
事
一
筋
で
社
内
環
境
改
善

創
業
１０
年
未
満
の
女
性
起
業
家
対
象

全
８
回
の
メ
ン
タ
リ
ン
グ

＜８１＞

小脇 麻里 さん

女性リーダーたち

▼詳細は
こちら

ナカヒロ
執行役員 人事部長

活躍する

▼詳細は
こちら

精
鋭
の
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

１０
月
８
日

先
端
技
術
や
プ
ラ
ン
発
表

▼詳細は
こちら

大
阪
府
の
都
市
基
盤
施
設

老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
課
題
解
決
へ

新
技
術
の
実
証
実
験
公
募

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

現現場場活活用用ののリリアアルル
�新連載�

大阪商工会議所
経営相談室 専門相談員
鈴木 克彦氏

中小企業が活用できるＡＩとは

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

増
え
る
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
シ
ー
ン

宿
泊
優
待
サ
ー
ビ
ス

一
部
施
設
に
お
け
る

利
用
方
法
の
変
更

関
西
も
の
づ
く
り
企
業
の

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
を
紹
介
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